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時

語講

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

五
五

{
第
三
披

;L ノ、

小
作
問
題
三
朝
鮮
の
小
作
制

(
下
)

河

嗣

頁E

田

八七六五四三二一

小
作
制
白
質
献
と
小
作
問
題
白
性
質
〆

地
主
主
小
作
入

E
O
賀

況

一

ず
前
競
所
載

小
作
白
種
類
比
方
法

F

小

作

契

約

白

方

法

及

内

容

、

小
作
期
間
及
小
作
料

地
主
及
小
作
人
目
構
利
義
務

地
王
の
施
設
と
小
作
人
組
骨

小
作
問
題
目
起
不
起

}三c-'
号操

載

五

小
作
期
間
及
小
作
料

何
れ
の
闘
に
在
っ
て
も
幼
稚
な
る
小
作
制
度
の
下
に
於
て
は
、

小
作
契
約
は
た
い
口
一
闘
を
以
て
取
結
ぼ
れ
る
位

で
あ
る
か
ら
、
小
作
の
繕
織
す
べ
き
期
間
に
就
い

τも
、
諌
め
明
瞭
な
る
約
定
の
行
は
る
、
こ
ピ
な
き
を
例
ご
す

品
。
即
ち
所
請
期
限
の
定
め
な
き
契
約
で
あ
っ
て
、
従
て
地
宅
の
側
に
於
て
も
小
作
人
の
側
に
於
て
も
、
随
時
に

解
約
を
潟
す
を
侍
る
も

ω
ご
L
、
そ
の
解
約
は
た
い
V

慣
習
上
持
通
作
物
故
穫
後
の
爾
常
事
者
に
最
も
都
合
よ
〈
損



害
少
き
時
期
に
於
て
す
る
一
』
ご
に
な
っ
て
居
る
げ
い
け
で
あ
る
。
朝
鮮
の
小
作
契
約
も
従
来
は
大
挺
ニ
れ
で
あ
っ

た
o
然
る
に
近
時
小
作
閥
係
が
従
前
の
徳
義
的
な
関
係
か
ら
漸
次
法
律
的
な
契
約
関
係
芭
化
せ
ん
ご
す
る
風
あ

b
、
小
作
等
議
も
時
々
起
る

L
、
屈
す
議
ご
い
ふ
迄
に
は
至
ら
子
ご
も
小
作
契
約
傑
件
に
闘
し
て
彼
此
面
倒
の
費
生

す
る
や
う
に
な
っ
て
来
た
も
の
だ
か
ら
、
契
約
が
文
書
に
依
っ
て
行
は
る
、
に
至
ら
ん
古
す
る
傾
向
あ
る
に
連
れ

て
、
小
作
期
間
亦
ニ
れ
を
明
か
に
約
定

L
置
く
風
が
段
々
著
明
に
な
っ
て
来
た
。

然
ら
ば
芙
の

-m作
の
期
聞
は
ご
い
ふ
に
普
通
三
年
乃
至
五
年
な
る
を
最
も
多
L
E
L、
長
き
は
十
年
短
き
は
一

年
ご
い
ふ
の
も
あ
る
。
そ
し
て
奮
い
慣
習
の
其
僚
に
残
っ
て
居
る
所
で
も
小
作

ω期
限
は
一
年
々
デ
伊
』
以
て
匡
切

-
り
ご
す
る
ご
い
ふ
考
は
康
〈
行
は
れ
て
居
る
次
第
で
、
た
hv
其
所
に
期
間
の
明
約
な
き
場
合
に
は
、
特
殊
の
事
情

な
き
限
b
、
芙
の
一
区
切
・
9
づ
、
が
三
年
で
も
五
年
で
も
極
諌
す
る
も
の
ご
い
V

ふ
風
仁
考
へ
ら
る
、
の
で
あ
る
。

然
る
に
新
か
る
期
間
の
明
約
な
〈
奮
奈
の
慣
習
通
り
の
赦
態
の
継
続
L
て
居
る
所
で
は
、

二
三
十
年
も
引
晴
樹
吉
岡

一
小
作
人
に
依
る
小
作
の
行
は
る
、
も
の
あ
り
、
叉
二
三
代
も
相
承
け
て
同
一
地
を
小
作
し
て
居
る
や
う
な
者
も

あ
る
。

党
い
γ

近
時
文
書
に
依
h
小
作
期
間
を
明
か
に
約
定
せ
ん
Z
す
る
者
に
在
つ
て
は
、
地
主
は
成
る
一
〈
其
の
期
間

の
短
か
、
ら
ん
こ
ご
を
希
望

L
、
短
か
け
れ
ば
一
却
き
ほ

E
者
情
の
起
る
徐
地
が
少
(
て
結
構
H
H
ご
い
ふ
風
に
考
へ

る
や
う
に
な
っ
た
。
由
来
小
作
制
な
る
も
の
は
其
の
契
約
の
期
聞
が
依
り
短
い
ご
い
よ
吉
、
小
作
人
が
土
地
を
愛

時

前

丸
丸
)

五
五
三

小
作
問
題
と
朝
鮮
白
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
三
競

会羅南道小作慣行調査書一五五一一-'1，七頁

全羅北道小作制度挫農家経済に闘する調査書一二頁

18) 



吐寺

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
白
小
作
制

第
二
十
岱

{
第
三
娘
一

C
O
)

五
五
酉

情
す
る
念
乏
[
〈
掠
奪
経
営
の
行
は
れ
易
い
も
の
ピ
け
れ
ど
、
朝
鮮
の
農
業
は
元
来
掠
奪
的
な
遣
方
で
、
小
作
人

の
如
き
は
施
肥
を
行
ふ
こ
正
-
ゆ
さ
を
例
ご
す
る
の
に
か
ら
、
期
間
の
短

ν斜
め
に
特
に
著
し
(
掠
奪
的
に
土
地
が

使
用
せ
ら
る
、
に
至
る
ご
も
考
へ
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
然
し
一
般
の
傾
向
ご
し
て
斯
か
る
短
期
小
作
が
風
を
錯
す

に
至
れ
ば
、
掠
奪
経
倍
の
依
然
ご
し
て
或
は
盆
々
多
〈
行
は
る
、
に
至
る
は
免
れ
難
い
か
ら
、
此
事
今
後
に
於
り

る
朝
鮮
の
農
作
改
良
の
上
か

ι見
れ
ば
、
決
じ

τ喜
ぶ
べ
き
現
象
に
あ
ら
や
、
之
が
斜
め
に
改
良
の
妨
げ
ら
る
、

所
少
か
ら
t
d
る
べ
き
は
、
疑
ひ
難
き
所
で
あ
る
c

次
に
ホ
作
料
に
就
い
v
E
見
る
仁
、
前
に
之
を
明
か
に
し
た
や
う
に
、
朝
鮮
の
小
作
制
は
そ
の
小
作
料
の
定
時
方

に
依
り
、
定
租
法
Z
打
租
法
芭
検
見
法
ご
の
岡
田
別
が
設
付
ら
れ
、
共
の
行
は
る
、
放
況
は
地
方
に
依
り
同
一
様
で

な
い
。
然
L
定
租
法
ほ
沓
に
於

τは
土
地
の
等
級
に
慮
じ
て
既
往
数
年
間
の
卒
均
牧
穫
高
を
基
準
古
し
其
の
四
五

割
に
相
官
す
る
小
作
料
を
定
む
る
を
例
ご
す
る
。
固
に
於
て
は
右
同
様
卒
均
牧
穫
高
の
三
四
割
を
以
て
小
作
料
ご

潟
す
が
普
通
で
あ
る
が
、
責
買
地
債
を
標
準

t
L
て
其
の
三
四
割
ご
定
む
る
も
の
も
あ
る
o

訂
租
法
仁
在
つ
て
は

沓
回
ご
も
に
作
物
の
牧
穫
調
製
の
際
之
を
折
竿
し
て
小
作
料
さ
斜
す
。
執
租
法
(
時
間
見
法
)
に
於

τは
、
作
物
の
成

熟
期
前
後
に
宮
地
検
分
の
上
大
抵
出
来
高
の
五
割
見
蛍
E
思
は
る
、
所
を
以
て
其
年
の
小
作
料
ご
定
む
る
の
で
あ

る
C

然

L
品
、
れ
等
各
荷
方
法
に
於
け
る
賞
際
の
小
作
料
額
に
至
つ
て
は
、
回
よ
b
地
方
の
異
る
に
よ
b
又
地
主
の

異
る
に
依
h
同
一
様
な
る
を
得
十
、
其
問
手
心
の
用
ゐ
ら
れ
得
る
徐
地
も
伺
よ
り
大
で
あ
る
o



右
は
小
作
料
の
大
き
の
定
め
方
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
そ
の

-m作
料
の
種
類
は
ご
い
ふ
に
、
沓
に
於
て
は
大
部
分

は
其
の
土
地
の
生
産
物
そ
の
も
の
を
以
て
小
作
料
正
篇

L
、
金
銭
を
以
て
小
作
料
を
納
む
る
も
の
や
、
他
の
代
物

を
以
て
す
る
も
の
は
甚

r少
hv
。
然
る
に
回
に
在
つ
て
は
生
産
質
物
を
以
て
す
る
は
却
っ
て
少
〈
、
金
銭
又
は
代

物
全
以
て
す
る
が
多
い
。

そ
L
て
沓
の
場
合
の
小
作
料
は
籾
な
る
が
最
も
普
通
で
稀
に
白
米
を
納
入
す
る
も
の
が

あ
る
c

凹
の
小
作
料
は
姿
、
大
豆
を
以
て
す
る
が
多
〈
、
棉
、
粟
、
帯
、
其
他
胡
廊
、
小
立
、
緑
豆
、
藤
萄
、
大

麻
、
煙
草
、
高
梁
等
を
以
て
す
る
も
の
も
あ
る
o

今
会
羅
南
道
に
於
り
る
現
物
、
金
銭
及
代
物
小
作
料
の
相
互
割
合
を
見
る
仁
、
沓
に
企
つ
て
は
現
物
を
以
て
す

る
も
の
九
割
入
分
の
多
き
に
居
b
、
貨
幣
納
た
る
は
二
分
仁
過
ぎ
守
、
代
物
納
た
る
は
殆
ん

E
稀
で
あ
る
。
固
に

在
っ
て
は
、
現
物
を
納
入
す
る
も
の
五
割
八
分
金
銭
納
二
分
代
物
納
入
四
割
ざ
い
ふ
振
令
に
な
っ
て
居
る
。
会
羅

北
道
に
在
つ
て
は
、
沓
に
於
て
牧
穫
現
物
を
以
て
す
る
も
の
九
割
金
銭
を
以
て
す
る
も
の
一
割
で
回
に
於
て
現
物

却

を
以
て
す
る
も
の
入
割
金
銭
を
以
て
す
る
も
の
一
割
代
物
を
以
て
す
る
も
の
一
割
古
い
ふ
振
合
で
あ
る
。
そ

L
て

叉
質
物
納
で
も
金
銭
納
で
も
何
れ
で
も
可
ご
き
れ
た
の
も
あ
h
(
四
時
屯
土
及
東
拓
小
作
地
の
如
き
)
そ
の
場
合
に
於

け
る
換
算
方
法
に
つ
い
M

て
は
一
定
の
標
準
り
輿
へ
ら
れ
た
る
を
多
し
ご
す
る
o

倫
又
山
間
部
地
方
に
於
て
は
沓
の

小
作
料
も
之
を
質
物
納
ピ
IL
て
は
蓮
搬
に
不
便
な
る
殺
め
に
、
金
銭
じ
換
算
し
て
納
入
せ
し
む
る
習
慣
の
ゐ
る
所

も
ゐ
る
0

3
れ
ば
金
銭
納
は
質
物
納
に
比
す
れ
ば
一
般
的
に
は
準
歩
し
た
方
法

rけ
れ

E
、

一
概
に
き
う
詞
ひ
得

時

小
作
問
題
さ
靭
鮮
0
・
小
作
制

五
五
宜

(
第
=
一
瞬
一

o
一)

第
二
十
巻

論

小作慣行調査書二σ七一一二一0貰
ノ]、作制度盟農家鰹擁に闘する調査書一三頁
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時

小
作
問
題
と
朝
鮮
D
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
三
掠
一

O
二
)

五
五
六

論

ら
れ
な
い
場
合
あ
る
を
忘
れ

τは
な
ら
向
。

次
に
巾
作
料
の
高
に
就
い
て
は
、
其
の
大
様
は
上
仁
既
に
之
を
遁
べ
た
が
、
備
は
今
少
し
〈
立
入
っ
て
之
を
翻

察
せ
む
に
、
其
高
は
之
を
其
額
に
於
て
見
る
も
、
主
(
の
牧
穫
量
に
罰
す
る
歩
合
に
於
て
見
る
も
、
土
地
の
種
類
及

等
級
、
水
利
耕
作
上
の
使
否
、
目
白
課
H
A
改
良
修
繕
費
乃
至
は
種
子
肥
料
等
の
負
擦
の
閲
係
、
夏
に
は
小
作
方
法
等

に
依
り
岡
よ
り
一
定
せ
子
、
叉
裏
作
及
副
産
物
の
有
無
、
金
銭
納
な
る
場
合
に
は
農
建
物
の
債
権
の
高
低
等
に
依

b
て
も
相
違
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。
今
試
に
た
い
特
妹
の
場
合
を
除
き
普
通
の
放
態
ご
し
て
全
羅
南
道
に
於
け
る
水

田
及
畑
地
の
小
作
料
を
其
の
段
嘗
資
額
仁
就
い

τ見
る
に
、
大
健
左
の
如
き
を
以

τ其
の
標
準
額
ご
す
る
ご
い
ふ

ニ
正
で
あ
る
。

即
ち
沓
に
在
つ
て
は
、
上
沓
は
籾
約
二
石
中
沓
は
約
一
石
五
斗
下
沓
は
約
八
斗

zhiふ
有
様
で
平
均
し
て
見
れ

ば
反
賞
約
一
石
二
三
斗
正
い
ふ
所
で
あ
る
o

同
に
在
っ

τは
籾
な
ら
ば
約
四
斗
内
外
、
市
営
な
ら
ば
約
六
斗
内
外
、
大
豆
な
ら
ば
約
五
斗
位
、
棉
な
ら
ば
約
三

十
斤
、
木
棉
な
ら
ば
約
二
疋
ご
い
ふ
見
嘗
で
ゐ
，
Q
O

其
他
の
地
方
に
在
つ
て
は
、
忠
清
北
道
、
卒
安
南
道
、
江
原
慈
の
如
き
何
れ
も
沓
の
小
作
料
は
籾
な
ら
ば
一
石

内
外
を
以
て
普
通
Z
し
、
成
銃
一
南
道
で
は
上
沓
一
石
六
斗
中
沓
一
石
三
斗
五
升
下
沓
一
石
五
升
ご
い
ふ
有
様
で
や

、
高
い
。
庭
向
南
道
あ
た
り
で
も
普
通
籾
一
石
二
斗
乃
至
一
石
六
斗
位
正
の
一
』
古
で
あ
る
o

回
の
小
作
料
は
甚
.k
，]、作慣行調査書三二回頁目下21) 



直
々
で
あ
る
。

然
ら
ば
沓
困
・
耶
作
料
が
其
地
の
牧
穫
量
に
劃
す
る
歩
合
は
ご
い
ふ
に
、
全
羅
南
道
に
於
て
郡
を
車
位
ご
し
て
調

査
せ
る
所
に
照

L
見
れ
ば
、
大
様
左
の
如
き
有
様
で
あ
る
凶

執打賭

穂作只

法法揖

若
し
之
を
個
人
々
々
に
就
い
て
調
査
せ
ば
執
租
法
の
如
き
に
在
つ
て
は
役
見
の
方
法
嘗
を
失
す
る
場
合
に
は
七

四

最五六

割

高
五

分割割

ニ最
寄j

宜

割割分低

普

週

四
割
乃
至
五
割

五

割

孟
剖
乃
豆
大
制

E 

割
以
上
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
。
其
代
・
02
定
租
法
執
祖
法
ご
も
低
き
に
歪
つ
て
は
三
割
位
な
の
も
少
し
正
せ
な
い
o

然
し
此
の
小
作
料
は
裏
作
及
畦
昨
の
作
物
を
小
作
人
の
牧
得
ざ
潟
す
を
例
ご
す
る
か
ら
芸
事
を
考
へ
、
叉
租
税
公

課
や
水
利
費
等
の
小
作
人
に
輔
嫁
き
る
、
場
合
に
は
之
を
差
引
き
計
算
す
る
等
の
こ
ご
を
潟
す
に
於
て
は
、
地
主

Z
小
作
人
ご
の
問
に
於
け
る
牧
穫
分
配
の
妹
況
芭
し
て
は
必
宇
し
も
其
の
寅
際
歩
合
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

全
羅
北
道
に
於
げ
る
調
査
に
よ
れ
ば
呼
ノ
小
作
料
の
牧
穫
量
に
劃
す
る
歩
合
ぽ

執ミ打賂

法法

穂作只

法

時

論

小
作
問
題
占
朝
鮮
自
小
作
制

五七

書『串j

nli 

分分

"-/、

割1

三最

普

t且

五 λ

分分割低

五五

割害j

四三

割j害。

四

割

五

分

第
二
十
番

{
第
三
掠

一O
一一一)
五
五
七

同書二二回頁以下

小作制度技農家額商に闘する調査書一三頁
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時

小
作
問
題
と
M
W
鮮
品
小
作
制

五
五
入

言骨

(
第
三
競
一

O
凹
)

第
二
十
巻

会
羅
南
北
道
ど
も
大
概
似
た
も
の
で
あ
る
が
、

党
い
V

執
穂
法
に
於
け
る
歩
合
で
南
遣
の
方
北
道
よ
り
も
少
L
高

い
や
う
に
見
ゆ
る
。
他
の
各
道
に
つ
い
て
見
る
も
、
沓
の
小
作
料
は
最
高
五
割
乃
至
七
割
最
低
三
割
五
分
乃
至
五

剖
普
通
四
割
乃
至
五
割
古
い
ふ
見
嘗
で
あ
る
。
た
い
例
外
ご
し

τ慶
倫
南
道
に
於
て
沓
の
賂
只
法
に
依
る
小
作
料

最
高
入
割
Z
い
ふ
の
が
あ
る
o

英
代
り
最
低
は
三
割
で
普
通
は
や
は
り
五
割
ご
な
っ
て
居
る
側

困
(
畑
)
に
於
け
る
・
巾
作
料
は
既
遁
の
如
〈
金
銭
納
で
あ
っ
た
り
、
代
物
納
で
あ
っ
た

h
す
る
場
合
が
多
い
か

ι、
共
の
牧
穫
物
に
掛
す
る
歩
合
宮
市
す
こ
Z
は
頗
る
困
難
で
ゐ
る
が
、
会
羅
南
港
の
調
査
に
於
て
主
作
裏
作
間

作
の
総
生
産
高
仁
封
す
る
歩
合
な
h
t
し
て
一
不
き
る
、
所
を
見
れ
町

最

情

普

高

最

通

賠

只

書1

法

害J

二
割
乃
至
三
割

執打

穂作

王

書リ

害j

訟法

五

自j

E 

芭
な
っ
て
居
る
o

概
し
て
田
の
小
作
料
が
沓
の
小
作
料
に
比
L
低
安
な
る
は
之
を
知
る
に
難
か
ら
ぎ
る
所
な
り
ご

す
る
。

但

L
他
の
道
に
在
つ
て
は
、

五
割
Z
な
っ
て
居

入
割
か
ら
最
低
三
割
位
で
普
通
四
、

や
は
り
最
高
七
、

品
。
之
は
地
方
仁
依
り
畑
作
の
重
き
を
翁
す
所
芭
軽
頑
き
る
、
所
ご
あ
る
に
依
h
異
る
次
第
で
、

一
概
に
言
ひ
難

き
は
常
然
で
あ
る
。

偽
て
今
小
作
料
の
牧
穫
量
に
謝
す
る
歩
合
に
就
き
委
考
の
矯
め
我
が
内
地
に
於
け
る
賞
拡
ゃ
窺
ふ
に
、
農
務
局

，]、作慣行調査書ニ二八頁以下

問書二二五頁以下
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大
正
九
年
調
査
に
か
、
る
五
個
年
平
均
に
就
い
て
見
れ
ば
、
北
海
道
を
除
〈
四
十
六
府
牒
の
卒
均
仁
於
て
、
一
毛

二
毛
作
田
に
於
て
は
(
三
十
人
府
間
柄
平
均
)
五
割
五
分
に
嘗
っ
て
居
る
。
明
治
四
十
一
年
よ
り

作
四
五
割
で
あ
る
。

大
正
元
年
に
至
る
五
ヶ
年
平
均
で
は
、

一
毛
作
田
(
北
海
道
を
加
へ
一
1

一
道
四
十
六
府
勝
手
均
)
上
回
五
間
四
分
七

屋
、
中
田
五
割
三
分
五
屋
、
下
回
五
割
一
分
一
厘
で
あ
っ
た
o

二
毛
作
田
で
は
(
三
十
人
府
牒
平
均
)
上
田
五
割
人

分
二
庫
、
中
田
五
割
六
分
九
厘
、
下
回
五
割
四
分
六
厘
で
ゐ
っ
た
。
内
地
朝
鮮
共
に
大
仮
似
た
も
の
だ
が
、
卒
均

的
に
は
内
地
の
小
作
料
の
方
が
少
し
高
き
歩
合
に
蛍
っ
て
居
る
古
い
へ
る
で
あ
ら
う
。
勿
論
か
、
る
彼
此
は
た
h
y

大
穂
の
概
念
を
奥
ふ
る
に
過
ぎ
泊
。

-
究
に
ホ
作
腕
が
悶
畑
地
の
債
権
に
劃
す
る
歩
合
に
就
い
て
見
る
に
、

之
は
地
方
々
々
に
依
b
土
地
の
債
格
の
藩

l
f相
違
す
る
に
加
へ
て
、
少
作
料
ご
し
て
納
入
古
る
、
物
の
債
格
も
幾
動
情
な
き
究
第
で
あ
る
炉
ら
、
た
ャ
或

地
方
に
つ
き
或
時
期
に
於
け
る
大
慢
の
歩
合
を
一
事
し
得
る
に
過
ぎ
泊
。
今
会
羅
南
道
に
於
け
る
大
正
十
年
末
の
紋

況
に
於
て
、
普
通
ご
認
め
ら
る
、
反
嘗
地
僚
に
費
す
る
普
通
小
作
料
の
歩
合

Z
L
て
示
3
る
、
所
H
H
U

地

則、
五円サ
( 

親

害4

f下

料

主張

骨

玉:
C円慣

沓

一執打儲
只

法

石

ご
一
(
税
」
石
五
斗
)

f乍

告書

五

分

法

五
O 

穂

出f

一
五
(
税

石
) 

C 

一
割
二
分
五
匝

区干

請

小
作
問
題
と
朝
鮮
自
小
作
制

第
二
十
巷

{
第
三
披

一O
五
)

五
五
九

農商務省生糧局『土地利用及開墾事業参考資料~(大正寸三年十月)大O 六
三頁
拙著『農業捗働主小作制F二七一頁j現ド
(農務局調査『小作慣行に闘する主主料』ー頁以下)
小作慣行調査書ニ二大頁以下
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厨年

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

(
第
三
挽
一

O
大
)

賭
只
及
打
作
法
小
作
の
行
は
る
、
沓
は
上
沓
で
あ
っ
て
、
執
穂
法
の
行
は
る
、
も
の
は
中
下
沓
で
あ
る
。

五
穴

O

論

第
二
十
巻

地

|-PI、
一五
o 0 

~、，....、

及大棉親 h
栗要一げ
六七十斗
ヰ斗又
四六斤は割
問園、-"~ 

議
空タ

只

法

。内債

作

法

七
O 

法

右
ニ
表
に
依
て
見
れ
ば
、
朝
鮮
で
は
一
般
に
地
債
の
低
安
な
る
結
果
、
小
作
料
は
地
債

ω
一
割
乃
至
一
割
五
分

歩一

割

五
告

分

割

，、

分

に
蛍
る
有
様
で
あ
る
。
元
来
地
価
慣
は
小
作
料
牧
入
を
基
礎
E
し
之
を
普
通
利
子
歩
合
に
て
資
本
額
に
計
算
し
た
も

の
(
帥
も
所
諦
牧
盆
債
格
)
を
標
準
ご
す
べ
き
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
普
通
利
子
歩
令
の
年
一
割
乃
至
二
三
割
に
及
ぶ

朝
鮮
の
獄
態
ご

L
て
は
、
新
〈
土
地
の
債
格
に
劃
す
る
小
作
料
利
廻
b
が
一
割
乃
至
一
割
五
分
に
営
る
の
は
、
謂

は
い
営
然
で
ゐ
る
。
之
で
も
向
ほ
そ
の
利
廻
b
は
普
通
利
子
歩
合
に
比
す
れ
ば
低
い
方
で
ゐ
る
が
、
そ
の
低
い
の

は
、
土
地
の
貰
貝
痕
格
が
牧
盆
債
格
標
準
以
上
に
高
〈
な
っ
て
居
る
を
例
芭
す
る
一
般
の
事
情
よ
b
来
る
次
第
で

不
思
議
は
な
い
。
内
地
に
於
て
普
通
利
子
歩
合
は
六
、
七
分
な
の
に
農
地
の
利
廻
h
は
三
分
か
四
分
に
し
か
嘗

ι

ぬ
Z
理
窟
に
於
て
援
る
所
は
な
い
。
き
れ
ば
朝
鮮
に
於
け
る
普
通
利
子
歩
合
が
内
地
の
そ
れ
よ
b
高
き
限
り
は
、

朝
鮮
農
地
の
地
価
慣
は
内
地
の
地
積
よ
り
も
安
か
る
べ
き
筈
で
、
其
の
地
周
闘
が
安
い
限
与
は
小
作
料
利
廻
は
内
地
以

上
仁
高
か
る
べ
き
筈
で
あ
る
o

事
情
は
循
環
的
で
あ
る
。

然
る
に
今
全
羅
北
道
の
調
査
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
左
表
の
如
き
紋
態
が
一
不
吉
れ

τあ
る
叫

，)、作制度蛇農家経済に闘する調査書一三頁29) 



地

身~

法

t乍

詰

五
O 

認

法

此
表
で
は
地
圃
慣
が
頗
る
高
(
表
は
れ
て
居
て
、
利
廻

h
歩
合
は
賭
只
、
打
作
、
執
穂
法
ご
も
五
分
六
厘
に
し
か

O 
O阿債

五
O 

IJ、

不同作
p、
Q 料

一
四
・
一

o

一
四
・
一

c

歩

筋

合
0
・
瓦
六

0
・
五
六

0
・
玉
大

嘗
ら
必
こ

Z
に
な
っ
て
居
る
。
な
喧
そ
ん
な
に
地
慣
が
高
い
の
か
私
に
は
見
賞
が
つ
か
ぬ
。
会
北
地
方
で
も
普
通

利
子
歩
合
は
五
分
六
屈
の
利
廻
に
比
し
遥
か
に
高
か
る
べ
き
筈
に
炉
ら
、
新
〈
地
問
慣
り
高
い
の
ば
、
利
子
歩
合
が

安
い
斜
め
で
は
な
〈
、
何
か
他
に
瑚
尚
ゐ
る
こ
ど
で
あ
ら
う
。
恐
ら
〈
は
、
調
査
が
或
特
殊
な
地
方
に
つ
い
て
行

は
れ
た
結
果
か
、
る
数
字
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
も
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
之
を
同
調
査
書
一
が
反
骨
間
的
贋
ご
小
作
料
芭

の
比
較
を
年
次
的
に
示
し
た
所
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
紋
態
は
大
抵
会
羅
南
道
ご
大
差
な
き
有
僚
に
な
っ
て
居
る
開

地

四
O悶伺四O O O 四

時

小
作
問
題
と
朝
鮮
田
小
作
制

言満

IJ、

甲何作
O 
O 料

----4
、

一，一一
d

・F

大
・
五

O

一
・
入
豆

一四・
0
0

一一・五

O

歩

合

一
句
(
籾
一
石
四
闘
)

九
(
一
一
一
群
石
赫
剛
M
附
醐
)

一
一
(
籾
一
石
五
閲
)

九
(
藷
協
同
)

三
一
{
税
同
九
岡
}

-
O
(欣
一
諮
問
団
岡
)

第
ニ
十
巻

(
第
三
雅
一

O
七
)

E 
，、

問書一四頁30) 



時

第
二
寸
巻

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

(
策
三
娘
一

C
八
}

五
ノ、

。

二
回
・

0
0

。
(
税
同
拾
肯
闘
)

-
、
「
大
憂
同
八
開
J

d
F
/

大
豆
同
拾
問
問
、

五

大
・

0
0

此
位
が
一
般
の
朕
況
E
見
て
大
過
な
い
で
あ
ら
う
。
之
を
他
道
に
つ
い
て
見
る
も
、
小
作
料
の
野
地
問
問
歩
合
は

低
き
は
八
分
五
信
用
位
か
ら
高
き
は
一
割
四
分
位
に
及
む
で
居
る
。
卒
均
的
に
は
先
づ
一
割
内
外
ご
い
ふ
所
で
あ

4

。。次
に
小
作
料
の
鍵
動
に
就
い
て
其
の
趨
向
Z
し
て
示
き
る
、
所
を
見
る
に
、
全
羅
南
道

ω如
き
に
在
つ
て
は
、

大
韓
に
於
て
は
大
し
た
る
援
動
な
〈
、

た
い
農
耕
方
法
の
進
歩
、
水
利
の
完
成
、
交
通
由
連
搬
機
関

ω普
及
品
四
達
、

一
般
物
僚
の
騰
貴
、

租
税
其
他
公
課
の
増
徴
等
仇
り
事
震
ゐ
る
が
潟
め
に
、
多
少
小
作
料

ω
引
上
げ
ら
れ
た
る
を
思

は
し
h
u
る
も
の
も
加
唯
一
き
に
あ
ら
?
芭
せ
ら
る
、
。
叉
地
主
に
依
て
は
地
梗
鈎
上
等

ω目
的
を
以
て
故
意
に
小
作
料

を
引
上
「
る
者
ゐ
る
を
兎
れ
難
き
は
、
何
彪
も
同
じ
ニ
ご
で
あ
る
リ
全
羅
北
道
に
於
て
は
小
作
料
は
最
近
十
年
間

仁
於
て
二
割
五
分
乃
至
三
割
の
騰
貴
を
見
た
り
E
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
理
由
ご
し
て
は
、
土
地
責
買
の
行
は
る

る
際
小
作
料
を
高
〈
し
て
責
買
せ
ら
る
、
こ
ご
、
、
韓
闘
併
合
前
に
は
官
に
於
て
小
作
料
営
制
限
し
た
る
結
果
や

や
小
作
料
の
均
一
を
保
も
た
る
も
、
現
今
期
〈
の
如
、
苫
制
限
な
き
に
よ
り
地
主
に
於
て
任
意
小
作
料
の
引
上
を
行

小
作
料
の
高
き
を
厭
は
中
小
作
を
得
ん
ぜ
す
る
者
少
か
ら
ざ
る
こ
ピ
、
が
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
。
就
中

ふ
・
』
吉
、
、

第
二
の
事
情
は
注
意
に
値
す
る
も
の

Z
謂
は
ね
ば
な
ら
肉
。

d、作慣行調査書二三二頁

同書二五O頁
，)、作制度批良藷〈赤軍怖に闘する調査書 J 凹fi
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次
に
山
m
作
料
の
増
徴
減
免
に
つ
い
て
見
る
に
、
増
徴
を
一
時
限
り
行
ム
ニ
ご
は
普
通
に
は
其
例
が
無
い
。
之
ぷ

反
L
て
不
作
の
場
合
に
そ
の
減
兎
十
行
ふ
慣
習
は
庚
〈
行
は
れ
て
居
る
。
英

ω減
免
的
程
度
は
小
作
方
法

ω異
る

に
依
h
又
地
主
の
異
る
に
よ

h
一
様
で
な
い
が
普
通
の
例
に
就
い

τ見
れ
ば
、
定
租
法
の
下
に
於
て
は
牧
穫
の
皆

無
な
る
場
令
又
は
穂
子
量
に
も
満
た
さ
る
如
、
ョ
場
合
に
は
小
作
料
は
会
兎
せ
ら
れ
、
牧
穂
五
削
減
に
も
及
べ
ば
定

租
法
を
打
租
法
に
改
め
て
仙
収
穫
質
量
仁
臆
じ
小
作
料
を
取
立
て
た
ち
、
又
は
竿
減
し
た
'
り
す
る

ωで
ゐ
品
。
是
し

て
二
割
減
牧
位
ま
で
は
小
作
料
の
減
額
は
行
は
れ
な
い
v
o

次
に
打
作
法
の
下
に
在
つ
て
は
、

三
割
作
位
迄
は
小
作

料
ev-徴
牧
し
二
割
作
以
下
に
も
及
べ
ば
之
を
兎
除
す
る
を
例
ご
篤
す
。
次
に
執
穂
法

ω
下
に
在
っ
て
は
小
作
料
協

定
後
二
割
以
上
の
滅
吹
を
見
れ
ば
や
は
り
叉
検
見
の
上
相
常
の
小
作
料
依
減
を
行
ふ
も
の
ご
す
る
。

熔
来
に
搾
る
永
鎖
的
な
る
小
作
料
の
増
減
は
、
普
通
は
多
〈
行
は
る
、
こ
ご
な
き
も
、
土
地
の
改
良
が
行
は
れ

た
h
、
水
利
の
便
が
整
へ
ら
れ
た

h
し
て
永
綴
的
に
牧
穫
量
の
増
加
を
見
る
に
至
b
た
る
場
合
に
は
、
小
作
料
の

増
徴
古
品
、
例
が
小
〈
な
い
。
特
に
水
利
組
合
が
組
織
古
れ
排
水
穫
蹴
の
設
備
の
完
成
主
れ
た
る
如
き
場
合
に

は
、
小
作
料
が
五
割
制
よ
ち
六
割
制
に
改
め
ら
る
、
如
き
は
多

f
之
を
見
る
著
明
の
例
な
り
さ
す
る
o

之
に

K
L

てa
土
地
が
水
害
其
他
に
依
り
永
績
的
に
牧
穫
を
減
A
Y
5
に
至
れ
ば
小
作
料
も
従
て
低
減
せ
ら
る
ぺ
き
だ
が
、
新
hr

ゐ
事
例
は
賞
際
に
は
比
較
的
乏
し
〈
特
記
す
る
ほ
ど
の
も
の
が
無
い
o

そ
L
て
朝
鮮
に
在
つ
て
は
ま
だ
小
作
人
蓬

動
の
矯
め
に
一
般
的
に
小
作
料
の
軽
減
を
見
る
ま
で
じ
は
な
っ
て
居
ら
m
H
O

n』

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
番

{
銃
三
披
一

C
九

五」ハ



時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
=
一
統
一
一
O
)

五
六
四

次
に

-m作
科
納
付
の
時
期
、
場
所
、
方
法
、
計
量
等
に
就
い
て
見
る
に
、
納
付
の
時
期
は
定
羽
制
及
執
穂
制
に

於
て
は
普
通
十
一
及
十
二
月
中
に
於
て

L
、
打
作
制
に
於
て
は
牧
穫
後
直
も
に
之
を
納
付
す
る
を
原
則
ご
す
る
o

納
付
の
場
所
は
、
定
租
及
執
穂
法
に
在
て
は
地
主
の
居
所
近
き
ご
量
は
其
の
居
所
ご
し
、
不
在
地
主
な
れ
ば
舎
」
菅

の
居
所
叉
は
地
主
の
指
定
し
た
る
場
所
仁
納
入
寸
。
訂
作
訟
に
在
て
は
、
納
付
す
べ
き
物
件
の
所
在
現
場
に
於
て

納
付
し
、
又
は
地
主
の
指
定
せ
る
場
所
に
納
付
す
。
そ
し
て
小
作
料
は
定
租
及
執
穂
法
に
在
h
J
て
は
籾
一
石
夙
入

Z
L
て
納
付
し
、
打
作
法
に
在
つ
て
は
、
稲
の
ま
、
分
束
ご
し
て
現
場
に
於

τ納
付
す
る
炉
又
は
籾
味
入
ご
し
て

納
入
す
。
そ
し
て
小
作
米
の
大
部
分
は
轍
移
出
せ
ら
る
、
の
で
ゐ
る
か
ら
、
近
来
は
籾
り
品
質
乾
燥
等
に
就
き
一

定
の
制
限
を
匁
し
改
良
輔
の
籾
を
納
む
べ
き
も
の
ご
し
、
叫
去
の
検
査
を
錯
す
も
の
が
多
い
。
在
来
種
を
納
入
す
る

場
合
に
は
一
石
に
封
し
一
斗
を
増
加
す
べ
き
も
の
ご
し
て
居
る
地
主
も
め
る
。

一
般
的
に
朝
鮮
米
は
、
従
来
そ
の

乾
燥
調
製
方
法
の
劣
れ
る
矯
め
内
地
に
於
て
韓
両
慣
低
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
近
時
は
此
貼
に
閲
し
て
大
い
な
る

改
良
一
か
行
は
れ
つ
一
、
ゐ
h
J
、
従
て
小
作
米
に
就
い
て
も
此
黙
が
厳
重
に
せ
ら
れ
、
其
献
に
改
良
の
跡
著
し
き
小
作

人
に
は
賞
典
を
錦
す
等
の
方
法
ま
で
議
や
ら
れ
て
居
る
有
様
で
あ
る
。
そ
し
て
其
の
努
力
が
近
年
大
い
に
功
を
奏

L
て
来
た
こ
ご
は
世
の
康
〈
之
を
認
む
る
所
な
h
J
Z
す
る
。
小
作
米
の
計
量
は
容
量
に
依
る
を
普
通
Z
し
、
桝
を

用
ゆ
れ
ど
も
均
棒
を
用
ゐ

F
る
が
多
〈
、
之
を
使
用
す
る
者
は
計
量
前
唐
箕
撲
を
錦
す
。
之
を
使
用
せ
ざ
る
者
の

中
仁
は
一
斗
に
つ
き
約
五
合
内
外
を
盛
桝
ご
す
る
を
例
正
す
。
容
量
及
斤
量
に
依
る
も
の
は
斤
量
最
少
限
度
を
石



百
六
十
斤
乃
至
百
七
十
五
六
斤
を
標
準
ご
す
る
。
(
全
羅
南
道
)
又
一
石
を
百
人
十
斤
乃
至
二
百
斤
に
換
算
す
る
例

を
も
見
る
(
全
羅
北
道
)
次
に
小
作
米
の
運
搬
は
賭
租
及
執
穂
法
に
於
て
は
、
二
里
又
は
三
塁
以
内
な
れ
ば
小
作
人

そ
の
費
用
を
負
携
し

τ運
搬
す
る
。
不
在
地
主
の
場
合
は
合
昔
の
宅
ま
で
は
小
作
人
之
を
蓮
搬
し
合
品
目
よ
り
地
主

迄
の
運
搬
は
地
主
の
負
携
ご
す
る
が
例
で
あ
る
凶

最
後
仁
恥
作
科
の
滞
納
で
あ
る
が
、
志
納
す
る
者
は
甚
に
少
い
o

怠
滞
甚

L
け
れ
ば
小
作
契
約
は
解
除
せ
ら
れ

二
一
ニ
ク
月
位
の
こ
古
で
あ
っ
た
ら
解
約
は
せ
な
い
c

併
し
或
は
小
作
料
に
つ
き
質
物
延
滞
料
を
徴
牧
す
る

ご
か
、
一
定
の
金
利
を
徴
牧
す
る
芭
炉
、
督
促
毎
に
を
の
料
金
を
徴
す
る
ご
か
の
色
々
の
制
裁
方
法
が
行
は
れ
る
o

る
が
、

--L. 
ノ、

地
主
及
小
作
人
の
権
利
義
務

以
上
述
べ
来
っ
た
所
に
依

τ明
か
な
る
如
〈
、
朝
鮮
の
小
作
制
は
ま
だ
甚
だ
幼
稚
の
域
を
脆
し
得
な
い
u

も

ωで

あ
る
か
ら
、
地
主
Z
小
作
人
ご
の
権
利
義
務
の
関
係
に
就
V
て
も
、
多
〈
は
た
い
V

慣
明
白
的
に
定
ま
れ
る
も
の
ゐ
る

に
過
ぎ
ぬ
o

文
書
契
約
に
依
て
其
の
明
約
せ
ら
る
、
は
今
〈
、
叉
法
規
上
に
も
明
確
精
細
の
規
定
は
出
来
て
居
ら

~ 
0 併

し
試
に
某
の
大
館
に
就
い
て
観
察
す
れ
ば
、
先
づ
ホ
作
地
の
租
税
其
他
の
諸
公
課
負
婚
に
就
い
て
は
、

地
方

に
依
り
叉
耕
地
の
良
否
に
依
h
多
少
づ
、
差
違
あ
る
を
免
れ
旧
制
。
元
来
朝
鮮
の
地
税
は
制
A
T
を
以
て
後
布
し
た
る

時

小
作
問
題
と
朝
鮮
O
小
作
制

(
第
三
観
一
一
一
)

五
六
五

論

第
二
十
巷

IJ、作制誼農家組簡に闘する調査書一六頁

小作慣行調査書二七九一一ー二九五頁
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時

t詣

(
第
三
統
一
一
一
一
)

五
六
六

小
作
問
題
と
朝
鮮
由
小
作
制

第
三
十
巻

地
税
A
T
に
依
っ
て
賦
課
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
土
地
豪
帳
に
骨
堂
録
し
た
る
地
債
の
千
分
の
十
七
を
一
年
の
税
額
ご

し
て
居
る
。
地
腐
は
土
地
調
査
に
依
り
土
地
の
牧
穫
其
他
諸
般
の
事
情
を
会
酌
L
て
査
定
し
た
る
も
の
で
地
積
一

反
歩
に
つ
き
全
鮮
平
均
沓
は
三
十
入
国
二
十
五
銭
回
は
九
回
七
十
二
銭
に
蛍
っ
て
居
る

o
h
T，
、
て
耕
地
一
段
嘗
h

地
税
額
は
全
道
平
均
に
於
て
沓
六
十
五
銭
徐
四
十
六
銭
僚
で
ゐ
る
o

そ
し
て
地
税
に
資
す
る
附
加
税
は
本
税
一
周

に
謝

L
地
方
費
一
一
十
五
銭
乃
至
三
十
銭
、
面
費
一
‘
十
銭
乃
歪
二
十
回
卒
均
五
十
銭
ば
か
ム
リ
ご
な
っ
て
居
品
。
向
は

地
税
k
基
礎
ご
し
て
負
携
さ
る
、
も
の
に
事
校
品
質
等
が
ゐ
品
。
此
等
の
地
税
及
之
に
封
す
る
附
加
校
を
合
算
す
る

ご
き
は
、
耕
地
一
反
歩
卒
均
負
援
額
は
沓
九
十
銭
、
回
二
十
二
銭
位
で
ゐ
る
。
之
を
内
地
に
於
け
る
一
反
歩
賞
旧

三
回
俄
畑
八
十
銭
に
比
較
す
れ
ば
約
四
分
一
に
営
る
。
因
に
朝
鮮
に
在
つ
て
は
ま
だ
偶
人
に
謝
す
る
所
得
税
及
替

業
税
を
課
し
て
居
ら
m
H

か
ら
一
般
農
家
の
負
携
さ
な
る
も
り
で
は
地
方
費
及
面
費
ご
し
て
徴
収
す
る
戸
税
を
最
も

大
な
る
も
の
ご
す
る
。
大
正
九
年
に
於
り
る
そ
の
一
戸
嘗
一
中
均
地
方
費
及
両
費
は
各
一
回
二
十
銭
で
あ
っ
た
。
-
」

の
戸
税
ご
地
税
及
其
の
附
加
毅
一
戸
平
均
負
携
額
七
回
五
十
畿
を
加
ふ
れ
ば
農
家
一
戸
時
曲
h
，
卒
均
税
負
援
額
は
拾

固
で
あ
る
。
内
地
の
一
戸
常
卒
均
四
十
三
固
に
比
し
や
は
り
約
四
分
一
ば
か
り
に
蛍
っ
て
居
る
。

右
等
諸
税
の
内
地
租
は
原
則
ご
し
て
は
回
よ
り
土
地
所
有
者
が
之
を
負
携
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
が
、
鮮
人
地
主

の
一
部
及
内
地
人
地
主

ω主
な
る
者
を
除
主
賓
際
上
多
〈
は
小
作
人
に
輔
嫁
さ
れ
て
居
る
o

地
税
以
外
の
諸
公
課

も
小
作
人
に
特
嫁
古
る
、
場
令
が
少
〈
な
い
。
水
利
組
合
の
費
用
の
如
き
ま
で
そ
の
一
部
分
を
小
作
人
に
負
捻
せ

朝鮮穂骨府殖産局編『初鮮白農業』一一七一一一一八頁35) 



し
む
る
も
の
寧
ろ
多
き
は
、
曾
て
も
論

ιた
通
b
で
あ
る
。

全
羅
北
道
の
調
査
に
依
る
も
、

「
地
租
諸
公
課
は
殆
ん
ど
小
作
入
に
負
携
せ
し
む
る
も
束
拓
及
内
地
人
地
主
は

地
主
に
於
て
負
捨
L
層
れ

h
っ、

之
が
縛
め
小
作
料
を
他
に
比
し
精
土
両
率
に
徴
牧
す
る
如

L
」
古
記
さ
れ
て
あ

る
o

地
主
が
租
負
擦
を
品
局
し
て
も
業
潟
め
小
作
料
が
他
に
比

L
高
〈
徴
せ
ら
る
、
ゃ
う
で
は
、
や
は
h
租
の
全
部

又
は
一
部
は
小
作
人
に
輔
嫁
き
る
、
わ
け
で
あ
る
。
向
ほ
鮮
人
地
主
に
在
与

τは
、
束
分
(
打
作
)
の
場
合
は
相
互

竿
額
を
負
隠
し
、
賭
只
mw
場
合
は
地
主
巾
入
割
は
地
主
の
負
携
Z
L曲
捜
部
の
地
主
は
全
部
小
作
人
に
負
擦
せ
し
な

る
も
の
あ
る
旨
が
記
苫
れ
で
あ
る
。
卸
も
小
作
料
徴
牧
の
際
籾
を
税
金
に
充
嘗
L
て
徴
牧
す
る
の
で
あ
っ
て
、
地

方
に
依
h
て
は
一
反
歩
に
つ
き
籾
約
三
斗
を
加
徴
す
る
ご
の
こ
正
で
ゐ
る
甜

向
ほ
他
の
道
に
在
b
て
は
、

地
税
は
賭
只
制
小
作
な
る
己
き
は
小
作
人
負
強

L
、
打
作
制
な
る
苫
き
は
地
主
負

携
す
る
も
の
や
(
忠
清
北
道
、
忠
清
両
道
、
卒
安
南
道
、
成
鏡
南
港
、
京
畿
道
)
地
税
及
附
加
税
は
地
主
の
負
携
ご

す
る
も
の
や
(
江
原
道
・
卒
安
北
道
、
成
鏡
北
道
)
小
作
人
之
を
負
援
す
る
も
の
や
(
庭
向
北
道
、
慶
尚
阿
南
道
)
色
々

に
な
っ
て
居
品
開

究
に
ホ
作
地
の
修
理
友
改
良
費
の
負
搭
に
就
い
て
は
、
農
道
、
畦
昨
、
用
水
路
等
の
小
修
繕
、
堤
根
株
等
の
小

破
損
の
如
き
で
あ
っ
て
、
夫
役
以
外
多
〈
費
用
を
要
せ

y
る
も
の
は
、
小
作
人
に
於
て
之
を
行
ふ
を
例

t
す
る
。

然
る
に
大
修
繕
に
至
つ
て
は
小
作
人
は
夫
役
を
提
供
し
、
材
料
其
他
の
費
用
は
地
主
之
を
負
措
す
る
を
例
正
す

叫

小
作
川
越
と
朝
鮮
心
小
作
一
制

(
第
三
就
一
一
三

論

第
二
十
巻

五
六
七

Ij、作制弛農家魁蹄に闘する調査書ーλ頁

小作慣行調査書ニ九一一三O頁
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同

品古

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
三
統
一
一
四
)

五
六
λ

る
0

「
契
」
(
一
種
の
組
合
)
を
設
け

τ堤
懐
紋
等
を
新
設
す
る
場
合
に
も
や
は
h
J
現
金
は
地
主

ω負
携
ご

L
小
作
人

は
夫
役
仁
蛍
る
が
普
通
で
あ
る
o

備
は
小
作
人
の
雑
積
負
援
に
闘
し
て
は
、
全
羅
北
道
的
調
査
書
は
次
の
如
〈
記
し
て
居
る
。

一
般
に
は
銭
円
帥
事
現
在
き
も
の
の
如

L
。

長
北
郡
地
方
に
あ
り
て
は
草
刈
松
葉
取
り
白
夫
役
に
地
主
及
令
昔
は
自
己
の
小
作
人
全
部
を
し
て
出
役
せ
し
め
地
主
自
作
地
由
草
刈
を
命
ビ
而
し
て

賃
金
と
し
て
普
祖
賃
金
の
半
額
も
支
摘
は
ず
し
て
之
を
鵠
き
し
め
又
は
松
枝
の
伐
採
及
枯
葉
目
提
集
め
隼
も
小
作
人
争
部
出
役
せ
し
め
賃
金
と
し
て

は
草
刈
同
様
普
週
の
賃
金
白
一
一
分
D
-
位
を
主
抑
」
白
み
な
り
@

生
産
藁
白
納
甘
地
玉
及
合
菅
は
小
作
人
/
に
到
し
一
斗
落
に
一
枚
(
官
狙
一
ニ
来
世
以
て
一
枚
と
す
)
宛
押
揮
を
持
ち
車
ら
し
め
之
れ
に
到
し
て
は
普
迦
。

時
債
の
凹
分

ω
一
を
支
捌
ふ
白
与
な
り
。

淳
昌
郡
一
部
地
方
に
あ
り
で
は
小
作
料
牧
納
山
際
世
普
の
報
酬
且
は
計
武
人
目
報
酬
の
名
義
の
下
に
小
作
料
以
併
に
百
分
自
四
乃
至
五
を
徴
肱
ナ
る

も
の
あ
9
0

高
股
郡
地
方
に
あ
り
て
は
斗
酎
手
鍛
料
と
し
て
小
作
料
柏
付
山
際
小
作
籾
は
舎
膏
よ
り
計
量
す
る
も
の
な
り
合
菅
は
斗
量
苧
艶
料
と
し
て
一
聾
地
小

作
親
毎
五
升
桝
山
雄
一
杯
づ
L

曜
も
白
も
あ
り
又
は
一
石
に
付
二
升
宛
取
る
も
の
も
あ
り
。

地
主
又
は
骨
普
に
不
昨
事
あ
り
た
る
場
骨
其
自
他
工
事
由
場
合
は
小
作
人
自
ら
又
は
要
求
に
よ
り
出
役
す
る
と
と
あ
り
。

次
に
ホ
作
人
が
ホ
作
地
を
利
閉
す
る
に
就
い
て
の
制
限
の
有
無
に
閲
し
て
は
、
脊
に
於
て
は
普
通
作
物
的
稜
類

が
限
定
さ
る
、
。
叉
稀
に
は
其
の
口
問
穏
を
限
定
す
る
こ
さ
も
あ
る
。
郎
も
地
主
に
於
て
水
稲
優
良
種
子
を
育
成
し

て
小
作
人
じ
配
布
し
其
の
栽
培
を
強
制
す
る
如
事
例
は
多
〈
之
を
見
る
。
又
地
主
中
に
は
沓
に
姿
を
裏
作
ご
し
て

栽
培
す
る
を
嫌
ひ
之
を
禁
守
る
者
も
稀
に
あ
る
o

四
仁
於
て
は
、
定
租
の
場
合
に
は
作
物
の
種
類
品
種
ご
も
限
定



き
る
、
、
」
古
な
〈
、
打
作
り
場
合
に
は
そ
の
限
定
を
見
る
場
合
が
多
い
。
然
る
仁
備
は
定
租
の
場
合
に
於
て
は
、

桑
樹
果
樹
の
如
〈
永
年
生

ω捕
物
で
も
契
約
解
除
の
際
原
放
に
復
す
る
を
傑
件
E
し
て
、
自
由
に
之
を
栽
楠
す
る

を
許
す
憤
朝
日
も
あ
る
c
打
作
の
場
合
に
は
永
年
生
め
槌
物
を
植
付
〈
る
こ
正
は
原
則

t
L
t
許
苫
れ

F
る
も
・
小

作
人
に
於
て
勝
手
に
之
世
相
付
り
る
者
も
あ
る
。
但
共
の
場
令
に
は
契
約
解
除
の
際
地
主
に
於
て
そ

ω賠
償
を
行

は
な
い
の
で
ゐ
る
。

畦
畔
上
の
作
物
は
普
通
は
小
作
人
自
由
に
之
を
栽
培
す
る
を
許
き
れ
る
が
、
地
主
巾
に
は
之
を
牒
ふ
者
も
あ

る。
小
作
地
の
形
妹
及
地
目
の
制
捜
換
は
原
則
ご
し
て
は
回
よ
り
地
主
の
承
諾
あ
る
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
、
小
作
人
に
於
て

自
由
に
之
を
潟
す
宇
得
な
い
。
但

L
小
作
解
約
の
際
原
放
に
復
す
る
を
俊
件
ご
し
て
契
約
期
間
中
-
時
的
小
援
化

を
怨
す
こ
ご
は
許
き
る
、
場
合
が
少
〈
な
レ
。
宵
ほ
小
作
人
の
怠
慢
に
依
h
J
小
作
地
を
荒
厳
せ

L
む
る
如
き
こ
ご

は
一
般
的
仁
禁
止
せ
ら
れ
て
あ
る
。

次
に
小
作
地
の
糖
質
は
地
主
の
承
諾
あ
る
に
あ
ら

5
れ
ば
小
作
人
に
於
て
自
由
に
之
を
矯

L
得
さ
る
脅
原
則
ご

す
る
c
然
し
内
々
樽
貸
さ
る
、
場
合
は
少
〈
な
い
。
前
競
に
述
べ
た
『
中
間
小
作
」
『
叉
小
作
」
等
は
此
の
明
諾
又
は

駅
認
に
依
て
行
は
る
、
轄
貸
ゐ
る
に
依
て
生
す
る
も
の
ご
す
る
。
然
じ
近
時
は
一
般
的
に
地
主
が
之
を
注
意
す
る

結
果
轄
貸
は
漸
次
行
は
れ
き
る
に
至

b
っ
、
ゐ
る
。
品
、

L
て
一
般
的
慣
習
ご
し
て
は
輔
貸
は
認
め
ら
れ
。
さ
る
も
の

時

論

小
作
問
題
・
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

{
第
三
被
一
一
五
)

E
大
九



時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
田
小
作
制

第
二
十
巻

{
第
三
競
一
一
占
ハ
)

五
七
O

た
芭
へ
事
賃
上
鞠
貸
の
行
は
れ
て
居
る
場
合
に
於
て
も
、
地
主
ご
輔
借
入
己
の
聞
に
は
何
等
直
接

な
る
捨
律
上
の
関
係
生
や
す
、
地
主
は
わ
ι
u
v

特
貸
人
Z
の
聞
に
普
通
の
小
作
契
約
関
係
争
』
有
す
る
の
み
で
あ
る
。

な
る
が
故
に
、

手、

L
て
縛
貸
人
ご
轄
借
入
E
の
聞
に
は
普
通
又
た
い
V

口
約
に
依
る
耕
作
上
の
牧
盆
分
配
の
約
束
が
存
在
す
る
に
過

平
河
口
泊
。
そ
し

τ地
主
、
鴨
貸
人
及
鴨
借
入
の
聞
の
牧
盆
分
配
の
歩
合
は
、
地
主
は
普
通
の
小
作
料
を
牧
得
す
る
を

例
芭
し
、
稀
に
一
割
以
内
位
低
歩
の
小
作
料
を
牧
め
て
満
足
す
る
ニ
苫
が
あ
る
o
樽
貸
人
の
牧
得
歩
合
は
、
小
作

料
の
一
割
乃
歪
三
割
叉
は
牧
穫
量
の
五
分
乃
至
二
割
五
分
位
を
普
通
ご
し
、
稗
借
入
の
牧
得
歩
合
は
牧
穫
高
の
ニ

割
五
分
乃
至
四
割
位
で
あ
る
。
街
ほ
稀
に
は
碑
貸
人
は
二
毛
作
替
の
市
営
の
み
に
つ
き
特
貸
し
一
反
歩
に
四
園
内
外

の
輔
貸
料
を
徴
す
る
も
の
又
は
た
い
Y

鴇
貸
地
の
藁
稗
の
み
を
徴
す
る
も
の
が
あ
る
哨

次
に
ホ
作
地
の
立
毛
夜
市
作
植
の
責
買
に
就
い
て
見
る
に
、
小
作
地
の
立
毛
其
他
附
麗
物
の
責
買
は
小
作
人
の

樽
佳
、
疾
病
、
生
活
上
の
困
難
の
場
合
に
稀
に
行
は
れ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
共
の
債
格
は
回
よ
り
一
定
せ
な
い
c

小
作

権

ω貰
買
も
亦
右
等
の
事
情
に
依
h
J
行
は
る
、
こ
ご
ゐ
b
・
叉
自
己
の
家
屋
を
寅
却
す
る
際
に
之
に
附
属
せ
し
め

て
責
却
さ
る
、
ニ
さ
が
ゐ
る
。
併
し
何
れ
も
稀
な
例
で
あ
る
o
償
格
も
一
定
せ
な
い
が
小
作
料
の
二
三
割
に
相
営

す
る
を
普
通
ご
す
る
。
鮮
地
内
一
般
的
に
之
を
い
へ
ば
立
毛
の
責
買
は
其
例
を
見
る
こ
ご
か
出
来
る
が
、
小
作
権

の
責
買
は
よ
ほ
ど
少
い
ゃ
う
で
あ
る
。
之
れ
理
論
上
よ
り
考
へ
で
も
嘗
然
の
こ
苫
で
あ
っ
て
、
永
小
作
機
の
如
く

物
権
た
ら
守
、

た

v
普
通
の
賃
貸
借
た
る
仁
過
ぎ

5
る
小
作
契
約
に
於
て
は
、
小
作
穫
さ
稀
す
る
に
足
る
猫
立

ω
ノ]、作慣行調査書凹宜頁以下38) 



権
利
は
無
い
か
ら
、

εの
責
買
の
如
き
は
、
地
主
の
意
思
を
離
れ
て
車
濁
に
は
行
は
れ
難
〈
、
行
は
れ
で
も
其
の

致
カ
な
き
ニ
吉
、
な
る
恐
が
多
い
の
だ
か
ら
、
何
人
も
好
む
で
之
を
行
は
う
さ
せ
な
い
筈
で
ゐ
る
。
そ
れ
に
慣
習

ご
L
て
小
作
地
の
輔
貸
す
ら
多
〈
行
は
れ
な
い
1

位
に
か
ら
、
小
作
曲
惜
の
寅
買
の
真
仁
行
は
る
、
所
少
き
は
嘗
然
の

ヨ
』
ご
で
あ
る
。

最
後
に
地
主
夜
小
作
人
の
賠
償
義
務
に
就
い
v

て
見
る
に
、
小
作
契
約
期
間
満
了
後
は
勿
論
の
こ
ご
、
期
限
内
正

離
も
耕
作
期
間
外
普
通
に
解
約
の
行
は
る
、
時
期
に
於
て
解
約
百
る
、
古
き
は
、
賠
償
の
問
題
は
起
ら
な
い
が
、

表
分
を
経
過
し
て
解
約
の
行
は
晶
、
場
合
に
は
、

小
作
人
は
地
主
に
劃
し
て
稀
子
肥
料
代
等
小
作
人
が
投
じ
た
る

作
物
上
の
費
用
に
つ
き
賠
償
を
要
求
す
る
例
は
少
〈
な
い
。
そ
し
て
地
主
は
大
抵
自
ら
之
を
排
償
す
る
か
、

き

な

く
ば
新
に
小
作
せ
し
む
る
者
よ
り
之
を
賠
償
せ
し
む
る
を
例
ご
す
る
。
そ
し
て
裏
作
物
は
普
通
小
作
人
の
牧
得
ご

い
ふ
ニ
ご
に
な
っ
て
居
る
か
ら
、
藩
分
前
仁
解
約

ω通
告
が
き
れ
で
も
裏
作
の
牧
穫
迄
は
之
を
保
有
す
る
の
で
あ

る
。
尤
も
奮
小
作
人
が
他
に
縛
居
す
る
か
、
死
巴
し
た
か
等
の
事
情
に
依
h
解
約
の
行
は
れ
る
場
合
に
は
、
新
奮

小
作
人
の
協
定
に
よ
り
牧
穫
物
を
趨
嘗
に
分
配
す
る
司
』
古
も
あ
る
o
然
る
に
小
作
人
の
不
都
合
に
よ
り
解
約
が
行

は
る
、
場
合
及
び
た
い
小
作
人
の
都
合
に
よ
h
解
約
せ
ら
る
、
場
合
に
は
、
賠
償
は
行
は
れ
ぎ
る
を
以
て
例
芭
す

る
。
此
等

ω慣
習
は
朝
鮮
内
何
蕗
も
大
抵
似
た
や
う
な
有
様
吉
見
ゆ
る
岬

時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
白
小
作
制

(
第
三
統
一
一
士
)

停
ご
十
巻

E 
t 

同書一九三頁以下39) 



時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

(
第
三
焼
一
一
九
}

五
七

第
二
十
審

七

地
主
の
施
設
ミ
小
作
人
組
合

朝
鮮
に
於
け
る
地
主
の
地
位
は
前
院
に
之
を
述
べ
た
る
如
〈
小
作
人
に
封
じ
て
一
般
的
に
頗
る
上
位
に
在
一
台
、

話
に
優
越
者
を
以
て
之
に
臨
む
で
居
る
有
様
で
あ
る
。
得
て
地
主
中
の
大
地
主
な
る
者
や
智
識
徳
望
ゐ
る
者
や

は
、
多
〈
は
小
作
人
の
指
護
保
護
の
縛
め
に
種
々
の
施
設
を
怨
し
、
併
せ
て
農
事
の
改
良
の
鋳
め
に
も
施
設
す
る

所
が
少
く
な
い
γ

。
却
も
例
へ
ば
小
作
人
組
合
の
設
置
、
優
良
小
作
人
の
表
彰
、
優
良
小
作
人
の
先
進
地
調
察
、
小

作
米
品
評
曾
の
開
催
、
原
採
穂
沓
の
設
置
、
組
制
肥
積
子
の
配
布
、
耕
牛
の
貸
興
、
改
良
農
具
の
配
布
貸
付
、
低
利

資
金
の
融
通
、
金
肥
の
貸
付
及
一
部
負
携
、
優
良
稲
荷
の
配
布
、
副
業
の
奨
励
、
貯
蓄
の
奨
励
等
の
こ
Z
を
行
ふ

の
で
あ
っ
て
、
然
か
も
之
を
行
ふ
に
は
叉
地
主
曾
を
組
織
し
て
、
葉
の
共
同
事
業

t
L
て
行
っ
て
居
る
も
の
が
少

〈
な
い
の
で
ゐ
る
O

号
し
て
此
の
賦
態
は
朝
鮮
農
村
の
現
欣
の
下
に
於
て
は
、
農
事
一
般
の
改
良
吉
小
作
人
の
向

上
芭
の
斜
め
に
貢
献
す
る
所
寅
に
砂
か
ら
ゴ
る
有
様
で
あ
る
。

試
に
此
等
施
設
の
数
者
に
就
き
、
岩
崎
男
欝
家
経
笹
の
束
山
農
場
に
於
け
る
賞
況
を
窺
司
て
其
の
一
斑
を
示
す

こ
さ
、
す
る
叫
東
山
農
場
に
在
つ
て
は
先
づ
小
作
人
選
奨
内
潟
め
に
、
年
々
優
良
小
作
人
並
組
合
を
選
奨
し
、
優

良
純
子
、
耕
午
、
農
具
其
他

ω
金
品
を
授
奥
し
て
居
る
。
ヌ
朝
鮮
で
は
従
来
一
般
に
婦
女
子
が
野
外
勢
働
に
従
は

F
る
風
刺
引
が
ゐ
る
の
で
、
之
を
革
め
彼
等
を
し
て
外
業
に
従
は
し
む
る
風
を
作
り
出
3
ん
矯
め
に
も
岡
農
場
は
大

東山農事株式合証明鮮主庖『組替方法及成績j(大正十三年一月刊)40) 



い
に
努
カ
し
近
年
大
い
に
成
績
を
皐
「
る
に
至
っ
た
。
次
に
産
米
の
改
良
及
増
牧
に
闘
し
て
は
大
正
三
年
よ
h
選

穏
を
励
行
し
、
原
棉
沓
採
柿
替
を
設
け
て
積
子
の
改
良
に
注
意
仁
、
併
せ
て
水
利
の
設
備
施
肥
の
奨
胤
を
も
行
つ

て
居
る
の
で
あ
る
。
尚
ほ
東
山
農
場
に
在
つ
て
は
、
農
民
絞
済
欣
態
の
向
上
を
岡
ら
む
匁
め
に
、
小
作
人
組
合
員

に
劃
し
て
各
白
川
療
を
戚
せ

F
る
粍
度
に
於
て
資
金
の
蓄
積
を
行
は
し
め
、

一
戸
嘗
年
額
京
畿
出
張
所
に
於
て
は

一
国
二
十
袋
、
会
北
出
張
所
に
て
は
一
園
、
全
両
出
張
所
に
て
は
入
十
銭
を
鴨
出
貯
蓄
せ
し
な
る
古
同
時
に
、
東

山
農
事
株
式
曾
赴
ご
し
て
も
小
作
人
の
積
立
つ
る
ご
同
商
の
金
員
を
年
々
給
典
す
る
ニ
Z
に
し
た
。
英
の
大
正
十

二
年
三
月
末
現
在
は
、
正
金
一
一
二
四
、
三
九
一
一
蹴
五
人

O
銭
(
内
曾
枇
支
給
高
及
利
子
一

O
一
、
五
六
四
国
O
四

O
組
合
員
積
立
高
及
利
子
三
こ
、
入
二
七
回
五
四

O
)
籾
一
、
三
九
三
石

O
九
一
(
内
曾
批
支
給
高
一
、

二
二
二
石

入
五

O
組
令
員
積
立
高
一
七

O
石
二
四
二
白
米
一

一
四
石
四
三
人
大
豆
一
三
石
九
九

O
Z
い
ふ
有
様
で
あ
っ

た
o

本
年
現
在
は
金
員
約
十
六
高
固
に
及
む
で
居
る
。
今
後
五
六
年
に
し
て
三
十
高
園
を
越
す
鬼
込
で
ゐ
る
。
そ

し
て
此
の
積
立
ら
れ
た
る
資
金
は
之
を
以
て
年
々
の
経
管
資
金
ご
し
て
組
合
員
に
融
通
使
用
せ
し
な
る
の
で
あ
っ

て
、
借
入
セ
希
望
す
る
者
ゐ
る
ご
き
は
評
議
員
の
調
査
に
基
き
其
の
決
議
に
依
て
貸
付
を
行
ふ
の
で
あ
る
。
利
子

は
年
一
割
見
嘗
で
ゐ
る
o

そ
し
て
又
小
作
人
が
農
場
を
去
る
場
合
に
は
常
人
の
積
立
た
金
額
ご
其
の
利
子
古
を
梯

戻
す
-
M
Z
に
な
っ
て
居
る
。
J

惟
ふ
に
此
の
施
設
の
如
き
は
農
村
下
級
金
融
の
普
及
せ
ゴ
る
朝
鮮
の
賞
放
の
下
に
於

て
は
、
小
作
農
民
に
取
り
甚
だ
便
利
多
き
も

ωた
る
や
疑
な
い
。

時

論

小
作
問
題
、
と
羽
鮮
甲
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
三
挽
一
一
九
)

五
七
三



慨を

五市

小
作
問
題
b
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
三
娘
一
六

O
}

五
七
四

夏
に
又
東
山
農
場
に
在
つ
て
は
、
小
作
人
が
不
時
の
災
害
に
舎
し
て
窮
地
に
陥
る
が
如
、
き
場
合
に
劃
す
る
救
務
、

策
を
論
争
る
に
怠
ら
A
Y
、
不
作
其
他
の
災
厄
に
曾
し
困
難
す
る
者
に
は
金
穀
の
無
利
子
貸
付
を
怨
L
、
大
凶
作
の

際
に
は
小
作
料
を
減
免
し
向
ほ
小
作
人
が
翌
年
牧
穫
期
迄
喰
紫
に
要
す
る
食
料
の
不
足
額
を
無
利
子
年
賦
償
湿
の

方
法
を
以
て
貸
付
す
る
-
-
E
に
し
て
居
る
。
大
正
入
年
の
凶
作
時
の
如
、
き
は
籾
七
百
六
十
五
高
石
像
其
の
債
格
武

高
六
千
徐
国
を
貸
付
し
た
。
次
に
叉
同
農
場
に
在
つ
て
は
、
小
作
人
が
高
利
の
負
債
に
苦
み
つ
、
あ
る
所
大
な
る

を
見
て
数
年
前
よ
h
ノ
小
作
人
家
計
整
理
資
金
低
利
貸
付
を
企
て
、
其
の
基
本
調
査
を
行
ひ
、
種
々
の
困
難
を
排
L

て
近
時
柵
〈
其
の
寅
行
の
絡
仁
っ
き
、
大
正
十
一
年
度
に
は
初
め
て
百
八
十
二
組
合
中
九
組
合
の
整
理
を
行
つ

た
。
貸
付
方
法
は
十
ヶ
年
賦
償
還
で
あ
っ
て
利
子
は
年
七
分
ご
し
て
居
る
o

大
正
十
三
年
九
月
末
日
迄
の
整
理
費

行
三
十
四
組
合
に
及
び
貸
付
金
額
累
計
十
高
六
百
九
十
六
回
九
十
銭
ご
な
っ
た
。
農
場
小
作
人
の
牧
種
は
平
均
に

す
れ
ば
籾
十
石
位
な
も
の
で
あ
る
か
ら
石
十
圃
Z
し
て
共
の
牧
入
僅
か
に
百
固
に
過
ぎ
ぬ
。
然
る
に
卒
均
百
七
人

十
回
位
の
負
債
を
荷
っ
て
居
て
其
の
利
子
は
年
五
割
か
ら
甚
[
い
の
に
な
る
さ
六
割
も
携
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
が

ら
、
主
(
の
利
子
だ
け
で
肢
に
年
牧
盆
の
宇
以
上
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
て
此
の
過
度
負
債
に
苦
め
る
者
は
働
い

党
所
で
他
人
の
矯
め
に
働
く
や
う
な
も
の
だ
か
ら
敢
て
多
〈
働
か
う
正
せ
な
い
の
で
ゐ
る
。
彼
等
の
斜
め
に
其
の

負
債
整
理
を
し
て
や
る
ニ
Z
は
、
震
に
急
務
中
の
急
務
で
あ
っ
て
、
彼
等
を
勤
勉
に
導
〈
の
は
此
道
を
以
て
始
め

ね
ば
な
ら
凶
。
之
れ
東
山
農
場
が
此
の
施
設
を
錦
す
所
以
な
h
ご
せ
ら
晶
、
。



す
ぺ
て
此
等

ω施
設
を
見
る
に
就
い

τは
、
東
山
農
場
に
於
け
る
小
作
人
組
合
な
る
も
の
、
如
何
な
る
も
の
な

る
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
東
山
農
場
所
一
周
の
小
作
人
組
合
は
、
農
場
の
奨
励
に
依
り
大
正
五
年
に
至
b
各
所
を

通
じ
全
部
の
組
織
を
見
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
組
合
総
数
百
八
十
二
個
其
の
組
合
員
四
千
百
六
十
人
人
で

あ
る
o

組
令
は
東
山
農
場
所
属
の
小
作
人
の
み
よ

h
成
る
相
互
扶
助
的
な
共
存
共
助
組
合
で
あ
る
が
、
農
場
の
監

替
指
導
の
下
に
立
も
、
回
よ
b
農
場
ご
親
善
関
係
に
在
る
ぺ
き
も

ω
Z
す
る
。
其
の
性
質
は
地
主
に
謝
し
て
は
所

第
謂
協
調
的
組
合
の
部
類
に
嵐
し
、
闘
争
的
組
合
で
は
決
し
て
無
い
。
其
の
規
約
左
の
却
し
。

本
組
合
ハ
農
事
ノ
改
良
、
風
静
ノ
改
良
ヲ
岡
リ
錐
テ
組
令
員
相
互
ノ
便
盆
ヲ
岡
ル
ヲ

M
テ
目
的
ト
ス

第

傑

第

三

僚

第

四

緑

第

五

怯

第

六

陣

第

七

峰 保

本
組
合
ハ

組
合
ト
綿
ス

本
組
合
川
町
柑
令
地
域
内
昌
居
時
ス
ル
東
山
農
事
株
式
脅
枇
朝
鮮
支
出
小
作
人
ヲ
以
ユ
ア
組
織
元

本
組
合
品
組
合
長
、
副
組
合
長
奇
一
名
及
評
議
員
若
干
名
ヲ
世
夕
、
組
合
長
A

本
規
約
ユ
依
リ
組
合
諸
般
ノ
事
務
ヲ
統
瑚
シ
組
合
ヲ
代

表
ス
、
削
組
合
長
円
組
合
長
ヲ
補
佐
シ
組
合
長
故
障
ア
ル
時
ρ

代
理
ス
、
評
議
員
ハ
組
合
一
一
闘
ス
ル
諸
般
ノ
部
議
z
参
具
ス

組
合
長
、
副
組
合
長
及
評
議
員
h

組
合
員
中
ヨ
リ
組
合
総
令
-
於
テ
選
出
帯
シ
東
山
農
事
株
式
令
融
朝
鮮
支
底
J

承
認
ヲ
受
タ
ル
毛
ノ
ト

ス役
員
ノ
任
期
ρ

左
ノ
如
シ

組
合
長
、
削
組
合
長

年

静

議

員

年

但
シ
住
期
満
了
後
円
再
選
ス
ル
ヨ
ト
ァ
得

役
員
ユ
酷
員
ヲ
生
シ
業
務
執
行
上
支
障
ア
ル
場
合
ハ
臨
時
組
合
総
合
7
開
キ
共
ノ
柿
怯
越
事
ヲ
行
フ
、
補
員
者
ノ
任
期
ハ
前
任
者
J

残

任
期
間
ト
九

陪寺

(
第
三
統
=
二
)

王
七
五

諭

小
作
問
題
と
朝
鮮
白
小
作
制

第
三
十
巷



第

八

障

第

九

能

第

十

時

第
十
一
怯

第
十
二
係

第
十
三
保

第
十
四
傑

時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
三
貌
ゴ
一
二
}

五
七
六

本
組
合
川
毎
年
一
回
締
脅
ヲ
閲
キ
事
業
報
告
及
重
要
事
項
ノ
商
議
ヲ
鋸
ス

但
シ
必
要
三
肥
ジ
臨
時
総
合
ヲ
開
ク
ヨ
ト
ア
ル
4

U

評
議
員
合
ρ
必
要
二
酷
シ
随
時
間
舎
月

本
組
合
ρ
必
要
三
臨
シ
評
議
員
曾
ノ
決
議
ヲ
鱈
テ
左
ノ
事
業
ヲ
窪
行
九
ル
モ
ノ
ト
ス

一
、
農
業
品
必
要
ナ
ル
物
品
ノ
共
同
購
入

一
、
組
合
員
ノ
生
産
物
共
同
販
買

っ
組
令
員
共
同
ノ
耕
作
及
貯
蓄

一
、
組
合
員
へ
農
業
費
金
ノ
貸
付

二
組
合
員
向
救
済
企
穀
ノ
貸
付

一
、
其
他
農
事
ノ
改
良
、
風
俗
ノ
改
善
昌
必
要
ナ
ル
事
項

前
各
項
ノ
事
業
ヲ
決
行
セ
ン
ト
ス
ル
時
二
斑
メ
東
山
農
事
株
式
脅
枇
朝
鮮
支
底
ノ
承
認
ヲ
受
タ
九
キ
モ
ノ
ト
九

本
組
骨
ユ
左
ノ
帳
簿
、
書
調
ヲ
傭
付
グ

一
、
組
合
規
約

二
、
組
合
員
名
簿

一
ニ
、
組
告
財
産
管
理
簿

四
、
組
告
財
産
品
閥
ス
ル
謹
頭
書
類

五
、
其
他
必
要
書
翻
帳
簿

組
合
員
ρ

何
時
ユ
テ
モ
組
合
僻
村
ノ
帳
簿
、
書
類
ノ
閲
賢
ヲ
請
求
ス
ル
ヨ
ト
ヲ
得

組
合
員
ρ

束
山
農
事
株
式
合
祉
制
鮮
支
応
ノ
指
導
一
一
位
フ
可
キ
モ
ノ
ト
ス

組
合
員
二
シ
テ
左
担
告
項
ノ
-
ュ
該
宮
ス
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
酷
名
ス



第
十
五
蹄

第
十
穴
時

第
十
七
鵠

第
十
λ
時

第
十
九
酷

第
三
+
悟

第
廿
一
時

第
サ
二
暢

一
、
東
山
民
事
株
式
合
世
朝
鮮
支
脂
小
作
人
ノ
費
格
ヲ
先
ヒ
ダ
ル
者

、
組
合
規
約
a
違
背
uv
政
俊
セ
ザ
ル
者

三
、
犯
罪
人
ト
活

'npル
者

但
シ
前
項
第
一
一
、
第
三
z
依
ル
除
名
山
評
議
員
合
ノ
決
議
ヲ
経
テ
東
山
農
事
株
式
合
一
位
朝
鮮
支
膚
ノ
承
認
ヲ
受
タ
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

組
合
員
ノ
相
続
人
カ
小
作
ヲ
継
承
シ
ア
組
A
n
貝
ト
ナ
リ
タ
ル
時
円
前
者
ノ
描
利
義
務
ヲ
縫
承
ス
へ
キ
モ
F

ト
ス

本
組
合
規
約
ヲ
改
正
セ
ン
ト
ス
ル
時
山
締
合
ノ
院
議
ヲ
鯉
テ
東
山
農
事
株
式
合
枇
朝
鮮
支
庖
ノ
承
認
ヲ
受
タ
へ
キ
モ
ノ
ト
ス

本
組
合
員
ハ
第
十
悟
ノ
目
的
ヲ
窪
行
セ
シ
カ
錨
品
#
自
悟
年
金

ヲ
積
立
ツ
ル
宅
ノ
ト
ス

前
傾
=
依
H54
積
立
タ
ル
金
員
並
=
東
山
農
事
株
式
舎
祉
朝
鮮
宝
庖
ヨ
リ
組
合
=
給
奥
セ
ラ
レ
タ
ル
家
畜
、
農
具
、
穀
物
、
金
員
隼
戸
線

テ
組
合
財
産
ト
ス

組
合
財
産
ノ
保
管
之
開
テ
組
合
長
ノ
責
任
昌
周
シ
底
分
又
内
運
用
セ
シ
ト
ス
ル
時
ρ

評
議
員
合
ノ
世
議
ヲ
経
テ
東
山
農
事
株
式
合
批
朝

鮮
支
届
J

承
認
ヲ
受
ク
h

キ
モ
ノ
ト
ス

保
管
ノ
方
法
ハ
東
山
車
事
株
式
骨
一
世
朝
鮮
支
信
ノ
指
聞
ヲ
曇
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ト
λ

第
十
四
候
=
依
リ
除
名
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ρ

組
合
財
産
中
自
己
積
立
並
-
共
レ
ヲ
ヲ
生
シ
タ
ル
利
得
ノ
外
請
求
ス
ル
擁
利
ナ
キ
毛
ノ
ト
ス

東
山
農
事
株
式
骨
肱
朝
鮮
支
庖
ヨ
リ
組
合
a
給
奥
セ
ラ
レ
ダ
ル
金
品
及
其
利
得
工
組
合
ノ
存
立
ス
ル
問
分
配
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

組
合
長
ハ
出
納
ヲ
明
記
シ
何
時
一
一
テ
モ
閲
覧
ュ
供
シ
得
ル
様
財
産
管
理
簿
ノ
整
理
ヲ
鳩
シ
置
ク
モ
ノ
ト
ス

以

上

は

束

山

農

場

に

於

け

る

施

設

の

一

班

で

あ

る

が

、

此

れ

に

類

す

る

施

設

は

多

〈

の

内

地

人

大

地

主

や

舎

一

位

農

場

等

に

於

τ之
を

見

る

こ

ご

が

出

来

る

。

鮮

人

地

主

の

問

に

も

闘

よ

り

其

例

を

見

得

る

。

小

作

人

組

合

の

如

き

仁

至

っ

て

も

、

或

は

親

睦

的

の

も

の

や

、

農

事

改

良

、

小

作

人

の

締

演

の

改

善

、

相

互

扶

助

等

を

目

的

正

す

る

も

時

(
第
三
挽
一
三
二
)

五
七
七

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
番

論



ヘ
第
三
統
一
一
一
四
)

の
や
は
、
他
に
も
多
〈
の
例
が
ゐ
る
。
試
に
不
二
興
業
株
式
曾
枇
西
鮮
農
場
に
就
い
て
見
る
も
、
細
島
興
農
親
睦

曾
E
い
ふ
の
が
其
の
一
例
代
り
得
る
o

試
に
其
の
規
約
を
示
せ
ば
、

第

世帯

第

悔

第

三

臨

第

四

時

第

五

降

第

六

時

第

七

時 時

諭

小
作
問
題
主
刊
鮮
の
小
作
制

第
二
+
巷

五
七
八

本
曾
ハ
興
農
親
陣
曾
ト
締
λ

本
舎
内
融
川
郡
府
羅
面
北
栄
洞
細
島
=
置
キ
不
=
農
場
小
作
人
ヲ
以
テ
組
織
ス

本
合
ノ
目
的
ρ

謹
惰
酒
色
ヲ
戒
メ
農
事
精
励
ト
副
菜
唱
曲
ヲ
興
脚
シ
青
年
世
宵
ノ
向
上
衛
生
思
想
ノ
擁
達
生
活
ノ
改
普
ト
師
約
貯
金
ヲ

闘
り
以
テ
相
互
ノ
嗣
刑
ヲ
相
話
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

本
合
員
ハ
正
出
勤
勉
ヲ
旨
ト
シ
地
方
ノ
模
範
タ
ル
ヲ
嬰
ス
ル
ぞ
ノ
ト
ス

高
一
骨
員
ノ
般
而
ヲ
汚
損
シ
且
ツ
脅
却
一
一
遣
反
ス
ル
場
骨
ハ
左
ノ
間
法
ヲ
以
テ
底
分
λ

除

金

罰
金
ハ
金
畳
間
以
内
ト
ス

名

罰

本
合
川
廿
時
半
壷
ト
レ
テ
骨
費
ヲ
徴
牧
ス

但
シ
骨
費
寸
壷
畳
間
ar
完

本
合
ノ
事
務
ヲ
魔
現
ス
ル
ダ
メ
左
ノ
役
員
ヲ
置
タ

合

長

4旨

剛
曾
長

串

合

計

名

書

自日

串

幹

事

名

願

問

名

官
長
円
台
務
一
般
ヲ
総
轄
足



第

凡

降

第

九

侮

第

十

俺

第
十
一
山
陽

第
十
ニ
保

第
十
三
除

第
十
四
俸

第
十
五
偽

第
十
六
除

第
十
七
飴

第
十
λ
悔

第
十
九
係

第
二
十
保

第
廿
一
山
陽

第
廿
ニ
僚

第
廿
一
一
一
候

第
廿
四
除

第
廿
五
位
陣

第
廿
大
篠

割
合
長
《
脅
長
7
補
佐
V
合
長
事
故
ア
ル
ト
キ
円
其
ノ
事
務
ヲ
代
理
ス

骨
計
亡
曹
長
ノ
指
揮
ヲ
品
目
ヶ
本
令
ノ
財
産
ヲ
整
理
ス

書
記
円
本
合
一
般
ノ
帳
簿
其
他
必
要
ナ
ル
事
務
ヲ
取
故
ア
モ
ノ
ト
ス

顧
問
及
幹
事
ハ
一
切
ノ
事
項
ヲ
協
議
シ
脅
長
ノ
諮
問
昌
一
臆
ス
ル
モ
ノ
k
v
F

本
官
ノ
役
員
ρ

綿
テ
無
給
ト
ス

但
ジ
鳩
合
ノ
決
議
昌
依
リ
報
酬
ヲ
支
給
λ

ル
コ
ト
ヲ
得

役
員
ハ
定
期
総
合
z
u
世
テ
投
荒
公
選
λ

ル
号
ノ
ト
ス

役
員
ノ
住
期
ハ
満
一
ヶ
年
ト
ス

定
期
総
合
ρ
毎
年
二
回
ト
シ
春
季
皇
霊
祭
日
及
ヒ
秋
季
皇
震
祭
日
ト
X

臨
時
総
脅
ハ
必
要
一
一
依
リ
令
長
之
レ
ヲ
泊
知
ス

開
帝
白
川
脅
民
宇
動
以
上
ノ
出
席
ヲ
要
ス
ル
ム
τ

ノ
ト
ス

本
令
規
約
ハ
合
員
三
分
ノ
二
以
上
ノ
賛
成
ヲ
符
サ
レ
ρ

漣
併
に
ス
ル
ヨ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ヌ

本
曾
ノ
柑
費
山
本
智
ノ
費
産
ヲ
以
テ
支
抑
ア
モ
ノ
ト
ス

本
合
ノ
肘
岸
ρ
適
官
ナ
ル
利
子
一
一
テ
貸
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

本
曾
ノ
骨
費
ヲ
以
テ
俸
興
器
具
ヲ
傭
へ
祭
日
又
A

祝
日
一
二
般
骨
員
及
ヒ
農
民
ノ
傍
興
Z

併
ス
ル
モ
ノ

部
落
内
=
品
開
ケ
ル
火
災
臨
雛
其
ノ
他
非
常
事
箆
ア
ル
ト
キ
ハ
鐘
ヲ
以
テ
合
員
一
一
瞥
骨
ス

本
合
員
死
亡
シ
叉
A

他
a

移
住
ス
ル
ト
キ
円
支
出
額
ヲ
返
戻
ス

本
A
W
ヲ
除
名
シ
ダ
ル
モ
ノ
一
一
謝
シ
テ
ハ
其
支
出
額
7
還
付
セ
ス

令
貝
ノ
尖
母
及
戸
主
又
山
妻
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
寄
算
ト
シ
テ
金
式
拾
錯
宛
ヲ
牌
り
A
W
非
ス
ル
モ
ノ

T
ぷ

本
骨
川
永
年
絡
協
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
無
期
限

t
ス

時

第
二
十
巻

(
第
三
娘
一
千
一
五
)

諭

小
作
問
題
と
羽
鮮
町
小
作
制

五
・
七
丸



時

諭

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
三
悦
三
一
六
)

E
A
O
 

第
廿
七
傑

本
合
ヲ
解
散

ν
ダ
ル
場
合
ρ

精
算
人
二
名
ヲ
選
ヒ
本
合
ノ
財
産
ヲ
平
均
八
百
配
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

総
べ
て
斯
〈
の
如
〈
、
朝
鮮
に
は
ま
ピ
か
、
る
種
類
の
小
作
人
組
合
し
か
無
い
の
で
あ
っ
て
・
地
主
に
劃
一
抗
L

て
小
作
人
の
利
盆
を
擁
護
L
主
張
す
る

ι
F
T以
て
目
的
ご
す
る
小
作
人
組
合
国
健
は
稜
達
し
て
居
ら
曲
。
小
規

模
な
も
の
や
、

ゃ
、
秘
密
結
枇
的
の
も

ωや
は
捺
せ
ば
少
々
は
有
る
で
あ
ら
う
が
、

ま
に
多
〈
表
面
に
立
っ
て
活

動
し

τ居
る
も
の
は
な
い
。

然
し
事
情
は
内
地
同
様
に
急
速
仁
鐙
化
進
展
し
っ
、
あ
る
か
ら
、
其
稜
の
組
合
を
見
、
又
地
主
小
作
人
間
の
閲

係
の
調
立
的
ご
な
っ
て
来
る
の
一
も
、
今
後
の
勢
ご
し
て
は
、
避
け
得
ら
れ
な
い
こ
芭
で
あ
ら
う
。

備
ほ
地
主
ご
小
作
人
ご
の
情
詮
関
係
其
他
の
関
係
を
知
る
に
就
い
叶
て
は
、
地
主
己
小
作
人
ご
の
中
間
に
立
も

て
、
小
作
人
及
小
作
地
の
管
理
を
縛
す
を
職
ご
す
る
者
に
就
い

τ、
一遁
h
観
察
を
試
む
る
必
要
が
あ
る
。
中
小

地
主
は
勿
論
の
こ
正
、
大
地
主
で
も
自
ら
所
有
農
地
附
近
に
住
っ
て
居
る
者
は
、
小
作
人
吉
直
接
の
関
係
を
持
し

て
居
る
が
、
所
謂
不
在
地
主
に
至
つ
て
は
、
小
作
地
に
は
合
昔
又
は
之
に
類
似
の
管
理
人
を
置
(
を
常
正
す
る
。

を
L
て
朝
鮮
に
は
此
種
の
不
在
地
主
の
多
数
な
る
ニ
ご
は
、
前
に
之
を
遁
ぺ
た
通
・
り
で
あ
る
o
又
此
等
の
地
主
中

に
は
差
人
叉
は
採
備
軍
な
る
者
を
自
宅
に
常
置
し
又
は
臨
時
仁
雇
入
れ

τ自
家
の
周
を
柚
明
暗
し
め
必
要
ゐ
る
場
合



に
は
舎
音
の
許
を
巡
回
せ
し
め
、
又
合
一
音
正
同
じ
〈
小
作
地
獄
況
の
調
査
や
小
作
料
の
取
立
等
の
こ
子
炉
】
柏
崎
き

L

む
る
者
が
あ
る
。
叉
庫
直
古
溝
す
る
者
を
置

τ支
任
に
嘗
ら
L
む
る
者
も
あ
る
o

そ
L
て
此
積
の
不
在
地
主
は
地

主

Z
L
τ
巳
に
農
事
に
疎
〈
農
民
の
利
害
に
関
〈
し
て
尻
事
の
改
良
を
怠
り
又
小
作
人
を
苦
め
る
こ
正
め
る
を
兎

れ
難
き
ご
共
に
、
合
丑
日
其
他
の
中
間
管
理
人
が
時
献
に
無
理
解
で
、
叉
小
作
人
仁
劃

L
て
誌
求
を
之
れ
事
芭

L
、
d

種
阜
の
弊
害
を
生
中
る
場
合
多
き
は
容
易
に
之
を
陪
得
べ
き
所
で
ゐ
る
。
倫
ほ
東
拓
の
知
き
仁
於

τは
農
監
な
る

者
を
置
き
て
令
官
の
鋳
す
任
に
嘗
ら
し
め
、
又
秋
牧
員
ご
檎
[
て
秋
期
地
主
に
雇
は
れ
て
小
作
管
理
に
従
事
す
る

者
も
あ
る
。

令
官
な
る
も
の
、
任
務
ど
す
る
所
は
小
作
人
の
選
定
移
動
、
小
作
料
の
決
定
検
査
徴
牧
及
保
管
、
小
作
地
の
見

廻
hJ
、
小
作
料
の
減
免
に
闘
す
る
調
査
決
定
、
日
公
租
π
首
謀
の
代
納
、
小
作
地
の
修
理
改
良
仁
関
す
る
監
督
、
小
作

契
約
の
締
結
又
は
解
約
に
闘
す
る
事
項
等
殆
ん

X
小
作
人
ピ
小
作
地
ご
に
闘
す
る
一
切
の
事
項
に
及
む
で
居
る
。

然
し
近
来
は
地
主
中
合
昔
の
権
限
を
縮
少
せ
ん
ざ
す
る
傾
向
が
表
は
れ

τ来
た
。

令
官
の
報
酬
は
一
様
な
ら

F
る
も
、
大
約
左
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
小
作
料
徴
牧
額
の
百
分
一
乃
至
五
(
普
通
は
百
分
三
内
外
)
を
受
〈
る
も
の

一
一
、
小
作
籾
量
一
石
に
劃

L
五
銭
乃
至
或
拾
銭
(
普
通
拾
五
銭
内
外
)
を
受
〈
る
も
の

三
、
優
良
な
る
小
作
地
二
反
乃
至
四
五
反
を
無
料
耕
作
す
る
も
の

時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
申
小
作
制

第
二
十
巻

〔
都
三
腕
一
ニ
士
)

五
F、



時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
三
規
一
二
入
)

五
F、

四
、
曾
枇
農
場
等
に
在
つ
て
は
月
給
拾
園
乃
至
拾
五
国
を
支
給
し
旅
費
賃
貸
を
支
給
す
る
も
の

右
の
中
一
及
二
が
普
通
で
あ
る
が
、
合
主
一
日
は
大
挺
役
徳
ご
し
て
小
作
人
よ
り
種
々
の
名
義
で
多
少
づ
、
金
品
を

収
納
す
る
を
需
Z
す
る
o
農
監
秋
牧
員
の
如
き
も
名
こ
ぞ
援
れ
其
の
任
務
は
合
昔
に
似
た
る
も
の
で
、
報
酬
は
前

者
は
月
給
後
者
は
日
給
を
受
〈
る
を
普
通
Z
す
る
。
役
徳
正
し
て
亦
作
人
よ
り
多
少
の
牧
得
を
忽
す
も
同
様
で
あ

る
o

合
昔
の
管
理
す
る
小
作
地
面
積
は
庚
き
は
五
十
町
歩
に
も
及
び
狭
き
は
一
町
歩
位
の
も
あ
る
。

然
ら
ば
合
=
育
英
純
一
之
に
類
す
る
も
の
、
存
在
す
る
こ
己
の
利
弊
如
何
Z
見
る
に
、

そ
れ
に
は
固
よ
り
一
面
利
結

も
あ
る
o

卸
も
合
-
菅
は
常
に
小
作
人
に
接
L
小
作
地
の
寅
放
に
明
か
な
る
勉
め
に
、
地
主
ご
小
作
人
ご
の
中
聞
に

在
っ
て
、
小
作
人
の
要
求
を
聴
き
共
の
理
否
を
判
開
削
す
る
に
も
便
利
の
地
位
に
在
る
し
、
小
作
料
其
他
に
闘
し
地

主
小
作
人
聞
の
調
和
を
圃
り
守
を
未
然
に
防
「
に
も
貢
献
す
る
所
あ
り
得
る
o

叉
舎
一
昔
及
之
に
類
似
す
る
者
は
農

事
に
闘
し
普
通
小
作
人
以
上
の
智
識
t
技
何
芭
を
有
す
る
潟
め
に
小
作
人
を
貫
地
に
指
哨
噂
す
る
上
に
も
貢
献
す
る

所
が
あ
る
o

け
れ
ど
も
又
そ
れ
ご
同
時
に
、
此
稲
の
中
問
者
あ
る
が
潟
め
に
却
っ
て
地
主
ご
小
作
人
ご
の
意
思
の

疏
通
が
出
来
な
い
で
争
の
穂
を
播
い
た
り
、
又
此
等
の
者
が
自
己
の
利
得
を
多
〈
せ
む
斜
め
に
小
作
料
を
引
上
げ
d

た
、
旬
、
高
〈
検
定
し
た

h
、
主
(
の
減
見
を
行
は
な
か
っ
た
り
、
主
(
他
小
作
人
に
一
種
の
贈
賄
を
強
要
し
た
り
、
私

情
の
斜
め
に
狼
り
に
小
作
地
を
引
上
げ
た
り
、
小
作
料
の
容
量
斤
量
等
を
胡
古
川
化
し
て
地
主
小
作
人
双
方
に
不
利

を
奥
へ
た

h
、
小
作
地
を
鞠
貸
し
た
り
、
小
作
料
を
費
消
し
た
り
、
其
他
之
仁
類
す
る
穏
々
の
弊
害
を
醸
す
場
合



が
少
〈
な
い
o

ぞ
し
て
賓
肢
に
於
て
は
従
来
利
便
よ
り
も
寧
ろ
弊
害
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
返
事
に
至
つ
て
は
準

歩
せ
る
農
場
や
地
主
は
漸
次
合
一
昔
及
類
似
の
者
を
廃
止
す
る
方
針
を
取
る
に
至
っ
た
。
前
に
逃
ぺ
た
東
山
農
場
の

如
、
さ
も
立
(
の
廃
止
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。

ノl

小
作
問
題
の
起
不
起

以
上
数
項
に
沙
っ
て
通
ぶ
る
所
に
依
り
、
私
は
、
朝
鮮
に
於
け
る
小
作
制
の
現
肢
は
略
ぼ
其
の
大
様
を
明
か
に

じ
得
た
ご
信
す
る
o

そ
L
て
其
の
質
問
肌
は
大
慌
に
於
て
内
地
の
賞
妖
に
比
し
更
に
一
層
幼
稚
な
る
を
耳
目
み
難
い
。

従
て
其
所
に
幾
多
の
改
良
を
要
す
る
も
の
あ
る
は
、
掩
ひ
難
い
所
で
ゐ
る
。
特
に
小
作
人
の
地
位
を
向
上
せ
し
め

其
の
経
済
を
充
賢
畿
展
せ
し
め
、

地
主
仁
謝
す
る
権
利
ef
確
貨
な
ら
し
む
る
長
ご
の
必
要
は
、
今
後
の
問
題
正

L

て
は
質
に
堅
要
な
る
も
の
ご
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
現
放
に
於
て
は
、
小
作
人
の
大
多
数
は
ま
だ
一
般
的

に
智
抱
低

f
時
勢
に
聞
き
品
川
め
・
庭
事
の
改
良
に
し
て
も
其
の
地
位
正
経
済
正
内
向
上
に
し
て
も

官
や
地
主
の

指
導
奨
励
ご
保
護
鞭
縫
ご
に
待
た
な
げ
れ
ば
な
ぬ
所
多
大
だ
が
、
然
し
今
後
の
問
題
ご
し
て
は
、
彼
等
の
聞
に
白

覚
が
行
は
れ
て
、
組
合
図
結
芙
他
に
依
る
自
助
蓮
勤
を
以
て
、
獄
態
の
改
善
を
闘
ら
ね
ば
な
ら
ね
必
要
が
、

ひ
L 

ひ
し
ご
迫
つ

τ来
る

--z
、
思
は
る
、
。

従
て
小
作
守
議
の
如
き
も
、
従
来
は
ま
だ
内
地
の
如
〈
頻
説
明
す
る
仁
至
ら
十
芭
す
る
も
、
今
後
は
追
々
諸
地
方

時

小
作
問
題
と
朝
鮮
の
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
三
就
一
ニ
丸
)

五
A
一ニ

論

小作慣行調査書三o-~以下
Ij、作制度並農家制湾に閥する調査書コニ頁以下

41) 



時

論

小
作
問
題
と
朝
鮮
田
小
作
制

第
二
十
巻

(
第
三
披
一
一
一
一
O
)

五
λ
四

に
行
は
る
、
に
至
る
吋
き
を
諌
想
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
泊
。
そ
し
て
そ
の
行
は
る
べ
き
理
由
ご
原
因
己
は
、
内
地
以

上
仁
多
〈
存
在
し
て
居
る
の
に
か

ι、
北
(
の
勃
援
の
勢
が
漸
次
熟
す
る
に
至
れ
ば
、

か
な
b
面
倒
な
る
事
件
の
品
明

展
を
見
る
に
至
る
べ
き
こ
己
、
想
像
に
難
か
ら
さ
る
所
で
あ
る
。
現
仁
会
羅
両
北
道
あ
た

b
に
於
て
も
、
微
小
川
り

事
件
た
b
乍
ら
ご
も
か
〈
小
作
守
議
Z
稀
せ
ら
る
、
も
の
は
数
千
件
の
多
き
に
及
び
、
北
道
調
査
書
の
一
市
す
所
で

は
二
千
三
百
二
十
七
件
己
記
苫
れ
て
ゐ
る
。
蓋

L
之
れ
一
葉
落
ち
て
秋
を
告
「
る
も

ω
。
拘
に
時
勢
上
止
み
雛
き

現
象
で
あ
る
。
然
か
も
朝
鮮
に
於
け
る
争
議
は
、
地
主
が
内
地
人
叉
は
内
地
入
品
目
枇
た
る
場
合
に
は
、

そ
こ
に
民

族
的
な
戚
情
や
政
治
上

ω理
由
や
の
混
じ
来
っ
て
、
内
地
以
上
に
問
題
を

L
t
深
刻
難
解
な
ら
し
む
べ
き
は
、
先

仁
之
を
論
じ
た
通
り
な
れ
ば
、
問
題
の
今
後
に
就
い
て
は
、
唖
州
政
者
Z
識
者
ご
は
今
よ
り
大
却
に
注
意

L
講
究
し

計
霊
す
る
所
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
。

然
し
そ
れ
に
つ
け
て
是
非
必
要
£
考
へ
巴
る
、
こ
正
は
、
大
地
主
の
如
き
に
於
て
今
よ
句
耳
く
自
作
農
創
成
の

計
主
を
潟
し
・
そ
の
所
有
地
を
遮
蛍
に
分
割
し
泡
宮
市
り
方
法
を
以
て
小
作
人
に
分
譲
し
、
小
作
人
を
し
て
今
の
小

作
料
以
上
を
納
む
る

-
}
Z
な
〈
し
て
然
か
も
何
年
か
の
後
に
は
自
作
農
民
た
る
を
得
せ

L
h
U
べ
吉
道
を
講
ゃ
る
の

必
要
切
貨
な
る
ニ
吉
之
で
あ
る
。
た
い
朝
鮮
で
は
土
地
が
安
い
、
然
も
小
作
料
は
高

ν
、
小
作
人
は
愚
で
比
較
的

順
従
で
あ
る
、
土
地
を
持
て
は
内
地
で
持
つ
よ
b
も
透
か
に
有
利
だ
、
今

ω中
に
多
〈
を
求
め
て
出
来
得
る
だ
け

の
利
得
を
禁
聞
か
ら
絞
り
出
苫
ね
ば
な
ら

m
N
t
い
ふ
殺
な
、
簡
明
早
な
考
で
居
た
日
に
は
、
そ
し
て
芸
の
態
度
を
持



L
て
居
た
日
に
は
、
後
日
大
い
な
る
悔
を
招
〈
は
避
け
難
レ
所
で
ゐ
ら
う
。
私
は
大
き

C
之
を
朝
鮮
の
統
治
、
文

化
俊
展
E
A
び
経
済
的
関
畿
の
上
か

ι見
る
も
、
叉
之
を
地
主
及
び
小
作
人
の
利
害
か
ら
見
る
も
、
新
か
る
考
へ
方

ご
新
か
る
態
度
己
は
、
百
害
ゐ
っ
て
一
利
な
き
を
信
守
る
o

淘
仁
朝
鮮
に
於
り
る
小
作
問
題
は
、
今
後
若
し
そ
の
起
b
来
る
-
』
ご
の
避
け
難
し
ま
せ
ば
、
之
れ
軍
純
な
る
経

済
問
題
に
あ
ら
示
、
叉
枇
曾
問
題
た
る
に
止
ら
宇
、
同
時
に
政
治
問
題
ピ
し
て
、

一
般
の
紋
勢
は
英
国
に
於
り
る

愛
蘭
問
題
に
似
た
や
う
な
費
燥
を
見
る
こ
ご
、
な
ら
ぬ
ご
も
限
ら
な
い
。
そ

L
て
新
か
る
問
題

ω
起
る
こ
正
ぞ
れ

自
身
は
、
何
も
恐
る
一
べ
き
で
は
な
い
。
叉
多
〈
憂
ふ
べ
き
で
も
な
い
。
た
い
γ

之
が
縛
め
に
朝
鮮
の
農
村
正
農
業
ご

を
一
般
的
に
疲
弊
荒
漉
せ
し
む
る
勢
佐
促
進
す
る
が
如
き
こ
ご
あ
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
商
工
絞
糖
の
ま

r後
逮
[
な

い
朝
鮮
ご
し
て
は
経
務
的
に
之
を
見
て
由
々
敷
大
事
Z
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
内
地
農
業
維
持
の
必
要
な
る
以
上

に
、
朝
鮮
ど
し
て
は
農
業
維
持
が
必
要
で
あ
る
o
朝
鮮
の
農
業
は
い
ど
う
し
て
も
崎
み
育
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で

あ
る
。
内
部
か
ら
之
を
殺
傷
す
る
こ
ご
の
無

ν
や
う
に
、
私
は
央
々
も
祈
望
す
る
次
第
で
あ
る
。
(
完
)
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